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期日前投票と不在者投票

期日前投票とは、投票日に仕事や旅行などで投票できない場合、

選挙公示日（告示日）の翌日から投票日の前日まで、市町村の

役所などで投票できる制度です。不在者投票とは、不在者投票

の手続きをすることで、選挙期間中に名簿登録地以外に滞在し

ている人や病院などに入院している人が投票できる制度です。

面倒だよねえ

　
県
内
の
投
ථ

は
年
ʑ
下
が
っ

て
い
ま
す
。
前
回
の
ऺ
議
院
議
員

選
ڍ
の
投
ථ

は
約
50
ˋ
、
ಛ
に

20
代
の
投
ථ

が
３
ׂ
を
切
る
状

況
で
し
た
。

　

投
ථ
は
、自
分
の
意
見
や
願
い

を
代
弁
す
る
人
を
選
び
、自
分
の

生
活
に

ө
さ
せ
て
い
く
一
つ
の

方
法
で
す
。意
思
ද
ࣔ
を
し
な
い

と
、自
分
が
願
う
社
会
に
な
り
ま

せ
ん
。

　
ए
い
人
た
ち
も
選
ڍ
に
行
っ
て

自
分
の
意
ࢤ
で
代
弁
者
を
選
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。投
ථ
は
政
治
参

加
へ
の
第
一
歩
。そ
の
権
利
を
無

ବ
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

私たちの
権利なんだね

若い人の投票率
は低いんだね
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大
学
生
に
બ
ڍ
に
ͭ
い
ͯ
本
Ի
を
ฉ
͖
ま
し
ͨ

　
主
権
者
意
ࣝ
の
向
上
と
投
ථ
参

加
を
ݺ
び
ֻ
け
る
た
め
、高
校
で

選
ڍ
の
出
前
त
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。一
部
の
高
校
で
は
期
日
前
投
ථ

所
の
設
置
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
家
庭
な
ど
で
も
選
ڍ
を
話
題
に

し
て
ए
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高

め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

20
代
の
低
い
投
票
率

投
票
で
自
分
の
願
う
社
会
へ

若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高
め
て

IN
T
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V
IE
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県
選
挙
管
理
委
員
会
に
聞
く

投票できるよ
うになります

。
18歳。だから

、
７月の参議

院議員選挙
から18歳以

上の若者が
投票に行く

あなたの一票で新しい未来を  　    。

　一票くらいでは何も変わらないと
思うかもしれません。しかし、若い
世代が投票に行かないと、投票する
世代だけのための政策が重視されて
しまう可能性もあります。若い世代
が活躍できる未来のためにも、あな
たの声を政治に届けてみませんか。
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身近にきっかけ
があればなあ
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18歳。だから、投票に行く
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NPO 法人ドットジェイピー
若年投票率の向上を目的に活動する NPO 法
人。熊本を含む全国21支部のエリアで、大
学生スタッフを中心に議員インターンシップ
や投票率アップを図る活動を行っている。

あなたの一票が
新しい未来をつくる
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期日前投票と不在者投票

期日前投票とは、投票日に仕事や旅行などで投票できない場合、

選挙公示日（告示日）の翌日から投票日の前日まで、市町村の

役所などで投票できる制度です。不在者投票とは、不在者投票

の手続きをすることで、選挙期間中に名簿登録地以外に滞在し

ている人や病院などに入院している人が投票できる制度です。

面倒だよねえ

　
県
内
の
投
票
率
は
年
々
下
が
っ

て
い
ま
す
。
前
回
の
衆
議
院
議
員

選
挙
の
投
票
率
は
約
50
％
、
特
に

20
代
の
投
票
率
が
３
割
を
切
る
状

況
で
し
た
。

　
投
票
は
、自
分
の
意
見
や
願
い

を
代
弁
す
る
人
を
選
び
、
自
分
の

生
活
に
反
映
さ
せ
て
い
く
一
つ
の

方
法
で
す
。
意
思
表
示
を
し
な
い

と
、
自
分
が
願
う
社
会
に
な
り
ま

せ
ん
。

　若
い
人
た
ち
も
選
挙
に
行
っ
て

自
分
の
意
志
で
代
弁
者
を
選
ん
で

ほ
し
い
で
す
ね
。
投
票
は
政
治
参

加
へ
の
第
一
歩
。
そ
の
権
利
を
無

駄
に
し
な
い
で
く
だ
さ
い
。

私たちの
権利なんだね

若い人の投票率
は低いんだね
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歩
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◆平成 26 年衆院選の年代別投票率
　（県内抽出調査による推計値）
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若者と政治を結ぶ活動を行っているNPO法人ドットジェイピー
熊本支部に所属する大学生と共同で制作しました。

大
学
生
に
選
挙
に
つ
い
て
本
音
を
聞
き
ま
し
た

初めての選挙に行くばい！

　主
権
者
意
識
の
向
上
と
投
票
参

加
を
呼
び
掛
け
る
た
め
、
高
校
で

選
挙
の
出
前
授
業
を
行
っ
て
い
ま

す
。一
部
の
高
校
で
は
期
日
前
投
票

所
の
設
置
も
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　家
庭
な
ど
で
も
選
挙
を
話
題
に

し
て
若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高

め
て
ほ
し
い
で
す
ね
。

��
代
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投
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自
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願
う
社
会
へ

若
い
人
た
ち
か
ら
関
心
を
高
め
て
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大
学
生
に
選
挙
に
つ
い
て
本
音
を
聞
き
ま
し
た

投票できるよ
うになります

。
18歳。だから

、
７月の参議

院議員選挙
から 18歳以

上の若者が
投票に行く
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あなたの一票が
新しい未来をつくる

僕
ら
の
世
代
っ
て
選
挙
に

関
心
な
い
人
多
い
よ
ね
？

自
分
の
一
票
で
ど
う
暮
ら

し
が
変
わ
る
の
か
、
実
感

が
持
て
な
い
ん
じ
ゃ
な
い

か
な
。

私
も
た
っ
た
一
票
で
は
何

も
変
わ
ら
な
い
と
思
っ
て

た
。
以
前
、
投
票
を
呼
び

掛
け
る
活
動
を
し
た
け
ど

若
い
人
の
反
応
は
良
く
な

か
っ
た
よ
。

な
ん
で
投
票
に
行
か
な
い

の
か
な
？

日
々
の
生
活
に
不
満
が

あ
っ
て
も
、ど
う
し
た
ら

い
い
の
か
ま
で
は
考
え
な

い
し
、税
金
の
使
い
道
ま

で
気
に
し
て
な
い
ん
じ
ゃ

な
い
か
な
。

投
票
日
の
前
に
投
票
で
き

る
期
日
前
投
票
も
あ
る
ん

だ
け
ど
ね
。

投票率
（％）

身近にきっかけ
があればなあ
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若者と政治を結ぶ活動を行っているNPO法人ドットジェイピー
熊本支部に所属する大学生と共同で制作しました。
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松ま
つ
な
が永�

和
い
づ
み�

さ
ん

期
日
前
投
票
に
行
く
同
級

生
は
、
ほ
と
ん
ど
い
な
い

よ
ね
。
期
日
前
投
票
を
知

ら
な
い
人
も
多
い
と
思

う
。
ど
う
し
た
ら
み
ん
な

投
票
に
行
く
ん
だ
ろ
う
？

身
近
な
と
こ
ろ
で
疑
問
を

感
じ
る
場
面
や
き
っ
か
け

が
あ
れ
ば
い
い
と
思
う

な
。

大
学
や
駅
、
ス
ー
パ
ー
な

ど
に
投
票
箱
が
あ
れ
ば
い

い
と
思
う
。
そ
れ
に
自
分

の
声
を
代
弁
し
て
く
れ
る

同
世
代
の
候
補
者
が
い
る

と
い
い
な
。
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若年投票率の向上を目的に活動する NPO法
人。熊本を含む全国 21 支部のエリアで、大
学生スタッフを中心に議員インターンシップ
や投票率アップを図る活動を行っている。
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全
国
自
治
体
ॳ
の
取
組
み
と
し
て
、

4
月
か
ら
̡
Ｉ
̣
Ｅ
を
活
用
し
た
ポ

イ
ン
ト
制
度
を
࢝
め
ま
し
た
が
、
̡

Ｉ
̣
Ｅ
ˏ
上
天
草
の
༑
だ
ち
の
皆
さ

ん
は
、
も
う
ご
利
用
に
な
り
ま
し
た

か
。

　
市
立
図
書
館
で
本
を
借
り
て
1
ポ

イ
ン
ト
、
各
種
健
診
に
行
っ
て
�
ポ

イ
ン
ト
、
イ
ベ
ン
ト
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
に
参
加
し
て
5
ポ
イ
ン
ト
、
స
入

し
て
い
た
だ
く
と
�
ポ
イ
ン
ト
な
ど

と
、
市
が
主
催
や
共
催
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
事
業
で
ポ
イ
ン
ト
を
付
༩
し
て

い
き
ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
が
付
く
事
業

で
は
、
会
場
に
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
用
意

し
て
お
り
、
̡
Ｉ
̣
Ｅ
ˏ
上
天
草
を

༑
だ
ち
登

し
て
い
る
ス
マ
ー
ト

フ
Ỽ
ン
で
ಡ
み
込
む
と
ポ
イ
ン
ト
が

ஷ
ま
っ
て
い
く

組
み
に
な
っ
て
い

ま
す
。
25
ポ
イ
ン
ト
ஷ
ま
る
と
商
品

݊
（
高
校
生
以
下
は
図
書
カ
ー
ド
も

可
能
）
と
交

で
き
、
࢛

ス
タ
ン

プ
、
つ

き
ス
タ
ン
プ
加
ໍ
店
や
ス

パ
・
タ
ラ
ソ
天
草
な
ど
で
利
用
で
き

ま
す
。

　
こ
の
よ
う
に
皆
さ
ん
の
活
動
を
応

援
す
る
こ
と
か
ら
市
民
が
元
気
に
な

り
、
ま
ち
に
活
力
が
ժ
生
え
、
住
み

ྑ
い
上
天
草
市
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
Ỽ
ン
な
ど
で
̡
Ｉ
̣

Ｅ
を
ご
利
用
の
方
は
、
ͥ
ͻ
̡
Ｉ
̣

Ｅ
ˏ
上
天
草
と
お
༑
だ
ち
に
な
っ
て

い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
ポ
イ
ン
ト
を

ஷ
め
て
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、̡
Ｉ
̣
Ｅ
ˏ
上
天
草
で
は
、

大
雨
時
や
強
風
に
よ
る
ڮ
の
通
行
止

め
な
ど
の
情
報
な
ど
、
災
害
時
に
ۓ

ٸ
情
報
を
発
信
し
て
い
ま
す
。ま
だ
、

̡
Ｉ
̣
Ｅ
ˏ
上
天
草
に
༑
だ
ち
登


し
て
い
な
い
方
は
情
報
収
集
の
一
つ

の
手
ஈ
と
し
て
、
ͥ
ͻ
༑
だ
ち
登


し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し

ま
す
。

月ץ

市長室
月ץ

市長室
なう

←　ちょっとこんな感じのものも

　　作ってみました…

月 ץ

市長室
月 ץ

市長室
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　票当日に事やཱྀ行、ങい物などで票できない予定の人は、期日前票ができます。
期日લථ所 期間 ථ࣌間
大矢野庁舎
松島庁舎 6月23日（木） d 7月9日（）

前8時30分ޕ d 後8時ޕ
姫戸統括支所

龍ヶ岳統括支所 7月3日（日） d 9日（）

湯島出張所 7月7日（木） d 9日（） 前9時ޕ d 後3時ޕ

ථ区 ථ所 ొ者数
1 大矢野ଜ්人の家 1372人
2 登立小学校ମ育ؗ 2173人
3 ୩ެ民ؗؠ 279人
4 上ެ民ؗ 1714人
5 上ମ育ؗ 1031人
6 ോのެז民ؗ 861人
7 中ೆ小学校ମ育ؗ 1847人
8 中小学校ମ育ؗ 1142人
9 後ެ民ؗߐ 499人
10 下ެࢁ民ؗ 346人
11 ҡ和中学校ମ育ؗ 876人
12 湯島ެ民ؗ 322人
13 市役所Ѩଜ出張所 1407人
14 樋合ړଜセンλー 337人
15 松島総合センλー「アロϚ」ݚ修ࣨ 1643人

　このબڍは、ࢲたͪの願いを治にөさせるための大切なબڍです。
　皆さんの大切な一票を無ବにしないよう、進んで票に行きましょう。

■ථ日　7月10日（日）
■ථ࣌間　ޕ前7時 d 後6時ޕ
■ථ所　配する入場݊に記載してありますのでご確認ください。
■問合せ先ɹ上天草市બڍཧҕ員会（大矢野庁舎2֊総務課内）
　☎0964（26）5526

ථ区 ථ所 ొ者数
16 市役所松島庁舎Ծઃ票所چ 1001人
17 今ઘ地۠ଟ目的集会ࢪઃ 915人
18 木Տ内ަྲྀセンλーྑڭ 589人
19 内野Տ内コϛϡニςィーセンλー 388人
20 ໂా自治ެ民ؗ 311人
21 姫戸中学校ମ育ؗ 1088人
22 姫戸ମ育ؗ 914人
23 樋島人福祉センλー 760人
24 下Գ地۠集会所 408人
25 ౦෩留地۠集会所 518人
26 龍ヶ岳ମ育ؗ 707人
27 大道地۠集会所 388人
28 の浦地域学शセンλー 657人
29 大ࢁ࡞地۠集会所 72人

※登録者数は、6月2日現在のબڍ人名登録者

�月ø÷ʢʣୈùûճٞࢀӃٞһબڍのථ

選挙当日に用事のある人は期日前投票を

当日投票所一覧

23 ίード

༑ୡొは
ίνϥ͔Β

　市長が市民の皆さんとன食をともに
しながら、市に関するさま͟まなςーϚ
を気ܰに話し合う「市長とランチ dF トー
クŉ を開催します。参加を希望するஂମの
ご応募をおͪしています。
■開催日࣌　平日のਖ਼ޕから60分以内
■参加対象　市内に在住または在ۈ、在学

の人でߏ成され、出੮者数がおおむͶ2
人以上10人以下となるஂମ（ಛ定の
ౘを支持するஂମ、力ஂ、फڭまたは
Ӧརを目的とするஂମはお断りします）

■৯ࣄ　ன食は各自ご用意をお願いします。
■申方法　申請書をご記入の上、総務課

Ѽて持参か '"9 で提出をお願いします。
申込用ࢴはホームページに掲載の他、市
役所各庁舎、支所の窓口に準උしていま
す。

■問合せ先　総務課秘書広報係
　☎0964（26）5525
　 '"90964（56）4972

開催月 ஂମ名 ςーϚ
H27.  4 フϨッγϡϛζ 上天草市の業の未来
H27.  5 上天草市をѪする会 3月ٞ会への市長所৴ද明
H27.  6 湯島ΦϦーϒڀݚ会 湯島の活ੑԽ
H27.  7 ",+1000上天草 上天草市をݩ気にするために
H27.  7 上天草市役所 H22 入庁5年をܦて思うこと

H27.  7 スύ・λラソ天草プール
会員有ࢤ

スύ・λラソ天草での健康づ
くり

H27.  8 ҡ和まͪづくりҕ員会 地域の活ੑ
H27.10 コスϞス 市の求める事

H27.10 上天草市োがい児（者）
の会 োがい児を持つとして

H27.11 /10 法人大矢野をݩ気
にする会 町づくり

H27.11 熊本ݝւӡ合 市のધഫ関係への取み
H27.11 上天草市৬員ୀ৬者会 市
H27.12 今津්人会 上天草市のັ力ある地域成
H28.  2 中ೆ小学校 上天草市の未来
H28.  2 ੴ日和手づくり協ٞ会 上天草を活ੑԽするҝに
H28.  3 上天草市役所 H27 1年間事をして͡ײたこと

ňࢢとϥϯνEFτーΫŉ ！Ճஂମ募集ࢀ
ฏ2�年度実ɿ��ճ開催、��2人参加

৽たな༗ݖ者となΔࡀ��ࡀ��のए者にとͬͯは、
ॳΊͯのબڍとなり·す。必ͣબڍに͖ߦ·͠ΐう ��

ʮは͡Ίてのબڍçいくい ��ʯ
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ま
た
、
今
年
は
、
熊
本
地
震
の
影
響
で
地
൫
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で
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る
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性
が
高
く
、
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害
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通
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こるとは限ىは、家が一ॹにいる時にࡂ　
りませんが、い͟という時にあわてͣ行動できる
よう家でීஈから話し合いましょう。また、ࡂ
険なՕ所を確認してةにඋえて家の中や外の
おきましょう。

˘自付ۙの࠭ࡂのة険個所の確認
こった時ののकり方ىがࡂ˘
˘家間の連絡方法と最ऴ的なͪ合わせ場所
˘ආ難所とそこへのܦ࿏
˘家一人ひとりの役ׂ分担　など

　大きなࡂでは、行などのର応に時間がか
かることがあります。また、個人や家だけの
力では限քがあります。 市には 113（̝28.5
現在）の自主防ࡂ会があります。 ۙくの自主
防ࡂ会にੵۃ的に加入するなどޓいにॿけ合い、
協力し合えるମ制を࡞りましょう。

　のճりのةࡂ険Օ所やආ難所などを掲載
しています。（ࡢ年３月に࡞成し、各世帯に配
しました。市ホームページでもݟることができま
す。）

　ςϨϏやラジΦの他、防ࡂ無ઢ、ٸۓ報メー
ル、ホームページなどで市がൃ৴する報を集
め、内容と周ғの状況に注意して行動しましょう。

がൃ生するՄ能ੑが高まり、ආ難が必要ࡂ　
になった場合に、市はආ難報をൃྩします。
報を確認し、適切な行動をとってください。
○ආ難準උ報（人的被のൃ生するՄ能ੑが

高まった際にൃྩ）
ˠ高齢者、子ども、োがい者などආ難に時間を

要する人はૣめに自主的なආ難行動を開࢝し
てください。

○ආ難ࠂק（人的被のൃ生するՄ能ੑが明ら
かに高まった状ଶ、またはطに人的被がൃ
生した際にൃྩ）

ˠආ難所へආ難行動を開࢝してください。
○ආ難指示（人的被のൃ生するՄ能ੑが非ৗ

に高まった状ଶ、またはطに人的被がൃ生
した際にൃྩ）

ˠまだ、ආ難してない人はͪにආ難行動を開
険が切ഭしてආ難所へҠة。してください࢝
動する༨༟のない場合は໋をकる最低限の行
動をとってください。

がഭった時、ஔかれた状況は一人ひとりࡂ　
違います。それͧれが自ら断し、適切な行動
をとらなけれなりません。

、険な状況の中でのආ難はできるだけආけة　
安全の確保を第一に考えます。ة険が切ഭして
いる場合は、指定されたආ難所へのҠ動だけで
なく、໋をकる最低限の行動が必要な場合もあ
ります。
˘間やܹٸな降Ӎでආ難ܦ࿏上のة険Օ所が

分かりにくい
˘ひ͟上までਁ水している。
˘ਁ水は数センチఔ度でも水のྲྀれがい。
ˠこのような場合、外でのҠ動はة険です。

自やۙྡݐ物の２֊以上へ（࠭ࡂの場
合はࣼ໘かられた部など）ٸۓ的に一時
ආ難し、ٹॿをつことも検౼してください。

˘非ৗ持ͪ出し品は最小限に。
　ՙ物は、ܰに行動できるよう最小限にし、

Ϧϡックαックなどにまとめ、྆手がえるよ
うにしましょう。

˘集ஂでॿけ合おう
　୯ಠでの行動はආけ、できるだけ２人以上で

ආ難しましょう。 、時はٸۓ
家、ྡۙ所、地域の人とॿ
け合うことが大切です。

１２３ ࠒͷඋ͑ใऩू໋ΛकΔߦಈ

■Ո族でࡂձٞ

■Ҭの安શはҬでकΔ

■্天草ࢢࡂϚοϓを֬認

ใを入手すΔࡂ象ใؾ■

■ආใと、とΔ͖ߦಈ

■ආは自Βஅを

■໋をकΔ最限のߦಈ

■ආ࣌の৺得

͠߹͍͍߲ͨ

ߦࡂແઢݸผड৴ػͷిަ
ແઢͰൃߦࡂͷใΛ࣌ࡂͰはɺࢢ　
৴͍ͯ͠·͢ɻ֤Ոఉͷށผड৴ػはɺఀి
ͨ͠߹ɺిסʹి͕ݯΓସΘΓ·͢ɻී
ஈ͔ΒిסͷྔΛ֬ೝ͠ɺ�年Λ҆ʹަ
·͠ ΐ͠͏ ϗʔϜϖʔࢢ๏ͷಈըΛํަ）
δʹ͍ͯ͠ࡌܝ·͢）ɻ·ͨɺ日͔ࠒΒɺ์ૹ
͕ฉ͑͜ΔΑ͏ԻྔͷௐઅΛ͓͖ͯ͠· ΐ͠͏ ɻ )2��� େӍʹΑΔࠃಓ 2��߸ͷ๏໘่յ
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·ͪͷΘ͍ͩ 508/�501*$4

　５月28日（）、松島総合ӡ動ެԂで、保育Ԃ児
や小学生が外国人ߨ師のςィム・ϔイッドさんと
ωームプϨートづくりをָしみました。
　このΦープンϋスは、市のӳޠଜ「イーフϨン
ζ」が๛かな国際֮ײを養ってもらおうと毎年開催
しているものです。上天草っ子はݩ気いっͺいに

「イエロープϦーζ！」など֮えたてのӳޠを話し
ながら、真っനなΩϟンόスに৭やかな文字で名
前を書き、ωームプϨートを成させました。

ʮΦーϓϯϋεʯを開࠵

5／
28 世界にひとつだけ

　今ճの熊本地のൃ生を受け、全国市ٞ会ٞ長会
とभ市ٞ会ٞ長会から、上天草市ٞ会にରしてݟ
金のଃఄがありました。
　市ٞ会では、このݟ金を市の復چ・復興に向け
たݯࡒとして有効活用してもらおうと、上天草市に
全額をଃりました。５月９日（月）に行われた達
ࣜでా中উٞؽ長は「市ٞ会としては、今ճの熊本
地の復چ・復興に向け、市ࣥ行部と連ܞし全力で
取りみたい」と市長にܾ意をड़ました。

෮چɾ෮ڵにཱͯͯ

5／
９ 上天草市に見舞金

　5月19日（木）、市防൜協会（会長ɿງߐ市長）が、
市内中学・高校の新入生291人にϫイϠーৣを送り
ました。これは、自సंの౪難防ࢭなどを目的に防
൜協会が毎年࣮ࢪしているものです。
　これまで校۠内での自సं౪難等が確認されてい
ることもあり、新入生代දでϫイϠーৣを受け取っ
たా྄࡚平さん（松島中）は「ϫイϠーৣのར用を
機に防൜意ࣝを高めていきたい」とँײのݴ༿をड़
ました。

ϫΠϠーৣଃఄࣜ

5／
19 防犯意識を高める！

　4月27日（水）、上天草高校生15人が市の広報ಛ
員に໋されました。これまで社会人ಛ員制度
はありましたが、एい世代にももっと上天草市のこ
とをってもらい、Ѫ着を持ってもらおうと、今年
度から新たに高校生がઃけられました。ಛ員は、
2Χ月に1ճఔ度、広報ࢴの記事を࡞成する予定。
　ҕ状を手渡したງߐ市長は「एいੑײとࢹ点で
上天草市のັ力をൃ۷・ൃ৴してもらうことを期
しています」と話しました。

্天草高ߍੜをใಛһに໋

4／
27

高校生の視点で情報発信

　5月14日（）、Ѩଜ;れあい広場で、第12ճ上
天草市学童ソフトϘール大会が開催されました。市
内から6校9チーム（中小、今津小、Ѩଜ小、ྑڭ
木小、姫戸小、龍ヶ岳小）が参加。当日は੨ۭのも
と、高学年が中৺の代දの部と、低学年をؚめたࠞ
成部が、それͧれでઓを܁り広͛ました。代දの
部では中小が、ࠞ成の部ではྑڭ木小がݟ事༏উ
を果たしました。

্天草ֶࢢ童ソϑτϘーϧେձ

5／
14 投げる、打つ、走る

　人ݖのՖӡ動とは、人ݖ意ࣝの高༲をਤるために
天草人ൃܒݖ活動地域ωットϫーク協ٞ会などが࣮
しているものです。4月22日（金）に上小で行わࢪ
れたछ子ଃఄࣜでは、人ݖ༴護ҕ員から「上っ子の
大きな人ݖのՖを育ててください」とՖのछがଃら
れ、児童代දが「大切に育てます」とあいさつ。他
にも、全校児童による合এなどで、সإあ;れるࣜ
となりました。このӡ動で育てたՖやछは、学校行
事で地域の人に配るܭըとのことです。

্খֶߍͰछࢠଃఄࣜ

4／
22 人権の花運動

　5月22日（日）、今津小でӡ動会が開催されました。
まったプログラムは、ソーランགྷりな࢝からڝె
どのほかに、地۠ର߅ϦϨーやߚന玉入れ、応援合
ઓなどझ向をこらしたछ目があり、子どもたͪはݩ
気いっͺいに取りみました。๚れた保護者や地域
の人たͪは、一生ؤ໋ݒ張る子どもたͪにい援
を送りました。
　この日は、他の小・中学校でもӡ動会が行われ、
中ೆ小では「熊本にݩ気を！～भは一つ～」と
して熊本地の復興に向けたメッセージのൃදなど
もありました。

ӡಈձߍখֶࠓ

5／
22 笑顔、元気いっぱい

【தೆখ】ϝοηーδをൃදすΔ児童
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図書館
だより

தԝਤॻؗ�ὸ0969（56）0777ʲアロϚ呼出ʳ
◦開ؗ時間　ޕ前10時～ޕ後̒ 時（・日・ॕ日ɿ～ޕ後５時）
େه೦ਤॻؗ�ὸ0964（56）3363̡ ਤ書ؗ通ʳ
◦開ؗ時間　ޕ前10時～ޕ後̒ 時（・日・ॕ日ɿ～ޕ後５時）

ඣށਤॻؗ�ὸ0969（58）2111ʲ姫戸統括支所呼出ʳ
◦開ؗ時間　ޕ前10時～ޕ後５時（・日・ॕ日ɿ同）
ཾϲַਤॻؗ�ὸ0969（62）0930ʲਤ書ؗ通ʳ
◦開ؗ時間　ޕ前10時～ޕ後５時（・日・ॕ日ɿ同）

தԝਤॻؗ�ὸ0969（56）0777ʲアロϚ呼出ʳ
◦開ؗ時間　ޕ前10時～ޕ後̒ 時（・日・ॕ日ɿ～ޕ後５時）
େه೦ਤॻؗ�ὸ0964（56）3363̡ ਤ書ؗ通ʳ
◦開ؗ時間　ޕ前10時～ޕ後̒ 時（・日・ॕ日ɿ～ޕ後５時）

ඣށਤॻؗ�ὸ0969（58）2111ʲ姫戸統括支所呼出ʳ
◦開ؗ時間　ޕ前10時～ޕ後５時（・日・ॕ日ɿ同）
ཾϲַਤॻؗ�ὸ0969（62）0930ʲਤ書ؗ通ʳ
◦開ؗ時間　ޕ前10時～ޕ後５時（・日・ॕ日ɿ同）

ʲؗٳʳ
　6月20日、27日、30日
　7月 4 日、11日、19日、25日、31日

ʮ&�'SJFOETʯαϚーΩϟϯϓ
！Ճ者募集ࢀ

ޟ

　上天草市ӳޠଜ「&�'SiFndT」では、「αϚーΩϟンプ」を開催し
ます。Ωϟンプには、ݝ内からたくさんの外国人の先生が集まります。
クラフト࡞りやトϨジϟーϋンςィング（ๅ୳し）などのָしい活動
を通して、みんなで一ॹにҟ文Խに৮れてみましょう！
■期日　8月4日（木）～6日（）2ധ3日
■場所　ന嶽ྛެԂΩϟンプ場（姫戸町）※現地集合・現地ղࢄ
■対象者　2年生以上の小学生（市内在住）
■定һ　24人（定員になり次第、締め切り）
■参加ྉ　8000円（॓ധ代、食事代、ࡐڭ費など）
■申込方法　住所、氏名、年齢、学校名をఴえて、ి話もしくはェ

ϒαイトからお申し込みください。後日、関係書類を送付します。
■申込期間　7月1日（金）～22日（金）
※Ωϟンセルする場合は、7月29日（金）までにご連絡ください。
■申込・問合せ先　社会ڭ育課内「イーフϨンζΦフィス」
　☎0969（28）3361　8&#　http://XXX.FGSiFndTFiHPNVSa.DPN/

い͟、͜Ζが͑ʂ
節はもう̒月。ҥସえやエアコンق　
のআなど、Ն支度でԿかと大変な時
期ですͶ。そんな皆さまのみをղܾするため、আ
やยづけでえる本や、ॵいՆをշ適にաごすための
本をごհします

『�日�5分φνϡϥϧ͓ͦう͡ #00,』
　੨木ܙஶʗアスペクト（中ԝਤ書ؗ）

『Նをָ͠Ήʂ͔͝トートとࢠ』
　世ք文Խ社（大矢野ਤ書ؗ所ଂ）

『ҥ類のચ୕・収ೲ・͓手入Εศར』
ౙ舎エデϡέーγϣンݬউஶʗ࡚ࢁ　
　　　　　　ç（姫戸ਤ書ؗ、Ҡ動ਤ書ؗ）

『ҭָͯͯ͠Ήは͡ΊͯののΧーςン』
　のΧーςン応援ஂஶʗ家のޫ協会
　（大矢野ਤ書ؗ、龍ヶ岳ਤ書ؗ）

ਤॻؗϚϯのओு！

Ҡಈਤॻؗ८ճ
6月15日（姫戸）、22日（龍ヶ岳）
7月6日（大矢野）、13日（松島）、20日（姫戸）、
27日（龍ヶ岳）
　通ৗ、Ӎ天の場合はཌ日木༵日にԆ期しますが、
小Ӎの場合ܾ行することもありますので、気にな
る人はおい合わせください。
■問合せ先　社会ڭ育課生֔学श係
　☎0969（28）3361

ਤॻのدଃʢ̐月ʣ
　દ本༝Ղさま、他３人にご寄ଃいただきました。あ
りがとうご͟いました。

『͔ࡂあ͞Μ』
みんなの防ࡂ部ஶʗӋௗ
書ళ（中ԝਤ書ؗ、龍ヶ
岳ਤ書ؗ所ଂ）
時にどうすれྑࡂ　
いのか、事前の準උから、
ආ難所生活まで。クイζ
、なのでಡみやすくࣜܗ
ָしく防ࡂについて学
ます。「Կを準උしたらྑ
いのか分からない」そんな人にもΦススメです。
防ࡂをզが事として、改めて考えてみませんかʁ

図書館司書のオススメ本
「推本（おしぼん）！！」

■ਤ書͓ؗはな͠ձ（�0分～１࣌間）
○தɹԝɿ7/9（）ޕ後2時～　アロϚࢹௌ֮ࣨ
○大ɿ6/25（）ޕ後1時～　ϚϚ支援センλー
　　　　　6/25（）ޕ後2時～ 　記念ਤ書ؗ2֊
　　　　　7/9（）ޕ後2時～ 　記念ਤ書ؗ2֊
○ඣɹށɿ7/9（）ޕ前10時～　姫戸ਤ書ؗ
○ཾϲַɿ6/18（）ޕ後2時～　龍ヶ岳ਤ書ؗ
※日ఔ・場所を変更する場合があるので、各ؗまで確

認をお願いします。

■ͪΌΜ͓はな͠ձ（約20分）
　7/7（木）ޕ前10時30分～　アロϚࢹௌ֮ࣨ

　今月からฤさん中の市࢙「姫戸町・龍ヶ岳町ฤ」について、
市࢙ฤさんҕ員が毎月հしていきます。同ҕ員は、自વ、
しています。報ڀݚ民ଏなどの各担当分野をௐ査し、࢙ྺ
ऩ集やௐ査活動の際は、ごཧղとご協力をお願いします。
　これまでの「松島町࢙」、「大矢野町ฤ」では、地࣭と地ܗ
に関してほとんど৮れられていませんでした。自વฤでは、
姫戸町・龍ヶ岳町に限らͣ、上天草市全ମの大地の成り立ͪ
や変ભについて記ड़します。　（自વภ担当　長୩義ོҕ員長）

্天草ࢢ੨গ年ҭࢢ民େձɾࣾձを໌Δくす
Δӡಈਪਐେձを開࠵します

ޟ

　地域全ମが੨গ年の健全な育成に寄与するとともに、すての人ʑが人ݖଚॏのཧ念にରするཧղをਂめ
ることで、൜ࡑのない安全で৺๛かにらせる社会の࣮現を目指します。
■日7　࣌月2日（）ޕ前9時30分開会
■場所　松島総合センλーアロϚホール
ԋߨ೦ه■
（生き方アドόイβー・ݖ人）師　大原স子氏ߨ○
○ԋ　10年後をイメージした子育て～わが子のフΝンクラϒ会長になΖう～
■問合せ先　社会ڭ育課生֔学श係　☎0969（28）3361 ˛େݪসࢯࢠ

ふるさと発見 ①～姫戸町・龍ヶ岳町編～

˛നባʵַࣛؒݟͷ্ۭ͔ΒΉඣށɾཾϲַͷࢁ

市史編さんコラム

ࣣ༦のおΒͤ
　年に一度のࣣ༦のق節。来ؗ者の皆さまにおָしみ
いただけるよう、市内のਤ書ؗでも、ささやかながら
ࣣ༦০りをご用意します。ྫྷの入ったਤ書ؗで、
に願いをしたためて、ͪょっͽり天のに思いを馳
せる。そんなひと時はいかがでしょうか。ৄࡉは最寄
りの各ਤ書ؗにおਘͶください。
　期間は6/22～7/7の予定です。（場合によって、前
後することもあります。）
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健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康健康
ガイドガイド

छɹྨ ༻ҙ͢Δͷ  ର ʢऀ݄ੜʣ डؒ࣌
２か月児学ڃ όスλΦル 28Ⱔ H28.ç5

後１時ޕ

～

１時15分

３～４か月児健診 όスλΦル 5Ⱒ H28.ç3

～̒̓ か月児健診
ϋンΧチ
または

ϋンドλΦル
13Ⱓ H27.12

１歳̒か月児健診  19Ⱒ H26.12

２歳児歯科健診 歯ϒラγ
（上͛ຏき） 21Ⱔ H26.ç7

３歳児健診 ௌ力・ࢹ力
検査用ࢴ 26Ⱒ H25ɽç6

ʲॴʳ上天草市保健センλー
ʲ༻ҙ͢Δͷʳ子手帳と診票は、どの健診および学ڃでも必ͣ持参ください。
※2歳児歯科健診の診票は会場で配します。

ʐ࠷δͤᚮ（7உ）

ᏋδႻᛩ Ὁ ࡍͤ܇ࠚʩ˄ ίᵕஉὸ

ɹॴ  ؒ࣌ࢪ࣮
ʢखாडؒ࣌ʣ

大矢野窓口センター 4Ⱑ・11Ⱑ
19Ⱒ・25Ⱑ

午前9時30分～11時
（午前9時30分～ 9時45分）

市保健センター 20Ⱓ
随時交付（手帳）

午前9時30分～11時
（随  時）

姫戸統括支所 15Ⱕ 午前9時～10時
（午前9時～ 9時15分）

龍ヶ岳統括支所 15Ⱕ 午前10時30分～11時30分
（午前10時30分～ 10時45分）

ʲ༻ҙ͢Δͷ 　r子健康手帳
上記以外の日もਵ時各統括支所の窓口で子健康手帳のൃ行を行っています。そ
の場合保健センλーから後日連絡をし、保健師・ӫ養࢜の保健指導を行います。

݄̒はʮࣃのӴੜ݄ؒʯです。
छɹྨ  ؒ࣌ࢪ࣮

精ਆ保健૬ஊ 7日Ⱔ、21日Ⱔ ～後2時ޕ
ʲॴʳ天草保健所૬ஊࣨ　☎0969（23）0172ç※要予約

ᅦųᅍ（7உ）

δ࣯ᩓᛅႻᛩݱ
ॖ番号（ˌ 8000） 毎日・間　ޕ後7時～ޕ前0時
μイϠルճઢの場合　ὸ096（364）9999

夜間の子どもの急病時　歯やお口の主な病気は、「むし歯」や「歯周病」
ですが、そのまま์ஔしていると歯のࣦにつ
ながります。
　歯をࣦってしまうと噛む力がམͪ、ӫ養のภ
りによる生活श׳病や、食ཉ不ৼによるӫ養不
をটくこともあります。また、口にજむʮ歯
पපەʯは、歯の周りだけに炎をىこすだけ
ではなく、ଣӷに歯周病ەがࠞ͟り肺にӡれ
ると、“ޡᅞੑ肺炎”になったり、“動຺ߗԽ”
を引きىこすこともあります。
　歯や口の健康は全の健康につながります。
日頃から家庭での歯のお手入れや、かかりつけ
の歯科医を持ͪ、定期的に健診を受けましょう。

　平成28年度上天草市住民健診を7月から各地۠で行います。病気の予防
や健康のҡ持ཧに役立つ健診です。健診後は、ମの状ଶをるための
健診結果のݟ方や、健診結果を食事やӡ動などの生活改善につな͛るため
のઆ明会を࣮ࢪします。

年に�ମの૯ݕを！ɹ健診をड͚ͯ健康νΣοΫをしましΐ͏

্天草ॅࢢ民健診

 පӃ໊ʪྍՊʫ ʢॴࡏʣి൪߸

3
毛利医院〈内〉

（大矢野町登立）
☎0964（56）2111

春田医院
〈外・内・小〉

（松島町阿村）
☎0969（56）0052

10

宮崎外科胃腸科医院
〈外・消〉

（大矢野町上）
☎0964（56）0600

やまうち医院
〈内・小・ア〉

（松島町阿村）
☎0969（56）0899

17

上天草内科呼吸器科
クリニック〈内・呼〉

（大矢野町登立）
☎0964（56）3100

姫戸医院〈内〉
（姫戸町姫浦）

☎0969（58）3583

18 吉田クリニック〈内〉
（大矢野町中）

☎0964（57）0246

24
福本眼科〈眼〉

（大矢野町上）
☎0964（56）0508

村上医院〈内・小・リ
ハ・神内・呼・循・消〉

（姫戸町姫浦）
☎0969（58）3102

31
（上）中村医院〈内〉

（大矢野町上）
☎0964（56）0003

竹中医院〈内〉
（姫戸町二間戸）
☎0969（58）2148

ଐᅔଐܡנҔ ίᵕஉὸ

ʲྍؒ࣌ 　rޕ前９時～ޕ後５時
診療時間外は、事前にి話連絡をお願いします。
̒月１日現在の予定දです。合により変更することもありま
すので、ٳ日在医自動ి話Ҋ内（0969ʵ23ʵ1400）にお
い合わせいただくか、ホームページで確認ください。

ྂᘉ

 डؒ࣌ ॴ

7月13日Ⱓ
午前10時
　～11時30分
午後0時45分
　～4時

市役所
大矢野庁舎

7月29日Ⱕ
午前9時～11時 ϠϚϋ天草
午後0時40分
　～3時30分 上天草総合病院

※400NM 。のみの受付となりますのでご了ঝください݂ݙ

まͩਃしࠐΈͰ͖ます！ くりਪਐ՝（☎�9�9（��）����）まで͝࿈བྷくͩ͞いͮ߁݈

■健診内容■　※年齢は平成29年3月31日時点のものです。
݈　　໊ ର　　者

生活श׳病健診 19～39歳の人
ಛ定健診 40歳以上の国保加入者
後期高齢者医療健診 後期高齢者医療保険加入者
子ٶᰍがん検診 20歳以上のঁੑ
ೕがん検診 30歳以上のঁੑ
前立થがん検診 50歳以上のஉੑ
ෲ部超Ի検診

30歳以上の人
大がん検診
ңがん検診
ᱷ検診ૈࠎ
結 ・֩肺がん検診（※）
؊炎イルス検診 40歳以上で検査ྺのない人
※肺がん検診…Ϩントήンंが各地۠を८ճする結

・֩肺がん検診は6月9日（木）から24日（金）まで࣮
。していますࢪ

※検査内容やྉ金などのৄࡉは、市ホームページか意
向ௐ査票と一ॹに送付しているおらせをごཡくだ
さい。

■�月に͠たҙௐࠪථを
ɹฦ٫ͯ͠いない人■

「ཧ༝」を記入後、返৴用෧に
入れ、ϙストにവしてください。

期　日 会　　　場
7/20（水）樋島人福祉センλー
7/21（木）大道人福祉センλー
7/22（金）姫戸人福祉センλー
7/23（）龍ヶ岳小学校ମ育ؗ
7/25（月）姫戸ମ育ؗ
7/26（Ր）Ѩଜମ育ؗ7/27（水）
7/28（木）今ઘަྲྀセンλー
7/29（金）内野Տ内集会所
7/30（）ྑڭ木出張所

期　日 会　　　場
8/4（木）

ଜ්人の家8/5（金）
8/6（）
8/7（日） 姫戸ମ育ؗ
8/8（月） ҡ和中学校ମ育ؗ
8/9（Ր） 大矢野総合ମ育ؗ8/10（水）
8/11（木）保健センλー˒Ϡング健診
8/12（金）۲ެ民ؗ
8/19（金）大矢野総合ମ育ؗ

期　日 会　　　場
8/20（）

保健センλー8/21（日）
8/22（月）
9/10（）
9/11（日）

大矢野人福祉センλー

9/12（月）
9/13（Ր）
9/25（日）
9/26（月）
9/27（Ր）

˒Ϡング健診…19～39歳までの人をରとした健診です。

■日ఔද■

健康Ψイド
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—
市立病院
だより

ᚮ ၲ క ϋ

෭Ӄ݉Պ෦
ଇ෦çߔ

　
平
成
2�
年
4
月
よ
り
෭
院

݉
内
科

部

を
ഈ
໋
し
ま
し
た
、
ߔ
部
で
す
。

上
天
草
総
合
ප
院
は
、
�
回
目
の
ෝ


で
す
。
ॳ
め
は
医
ࢣ
に
な
っ
て
�
年
目

の
昭
和
6�
年
か
ら
1
年
間
内
科
医

と

し
て
、
次
に
平
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11
年
か
ら
12
年
間 

内
科
部

と
し
て
勤
務
し
ま
し
た
。
平

成
2�
年
7
月
に
上
天
草
総
合
ප
院
を
ࣙ

し
た
後
、
熊
本

े
ࣈ
ප
院
ݺ
吸
ث
内

科
に
在
੶
し
て
主
に
ഏ
؞
、
重

ഏ

Ԍ
、
気
ڳ
の
ױ
者
さ
ん
を
診
て
き
ま
し

た
。
小
児
の
希
গ
࣬
ױ
や
気
道

傷
と

い
っ
た
大
ප
院
な
ら
で
は
の
࣬
ױ
も
経

ݧ
で
き
ま
し
た
。
ே
�
時
か
ら

�
時

ࠒ
ま
で
外
来
を
し
た
こ
と
も
あ
る
く
ら

い

体
的
に
は
し
ん
ど
い
の
で
す
が
ॆ

実
し
た
5
年
間
で
し
た
。

　
ഏ
؞
に
つ
い
て
は
、
以
前
か
ら
ݺ
吸

ث
内
科
医
を
め
ざ
し
な
が
ら
も
な
ん
と

な
く
ษ
強
を
避
け
て
い
た
の
で
す
が
、

熊
本

े
ࣈ
ප
院
で
後
ഐ
た
ち
に
ࣤ
ら

れ
、
教
え
て
も
ら
い
な
が
ら
1
か
ら
ษ

強
し
直
し
ま
し
た
。
ഏ
؞
は
ま
だ
ま
だ

治
せ
る
ප
気
に
な
っ
た
と
は
言
い
難
い

状
況
で
す
が
、
私
が
ݚ
म
医
だ
っ
た
こ

ろ
に
ൺ
べ
て
ഏ
؞
の
治
療
は
格
ஈ
に
進

歩
し
、
元
気
で

生
き
で
き
る
ױ
者
さ

ん
が
増
え
て
き
ま
し
た
。
以
前
は
治
༊

さ
せ
る
こ
と
は
不
可
能
と
思
っ
て
い
た

悪
性
度
の
高
い
ഏ
؞
の
ױ
者
さ
ん
が
5

年
以
上
生
存
し
、「
も
う
治
り
ま
し
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ね
」
と
お
話
し
で
き
た
こ
と
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私
に

と
っ
て
も
ڻ
き
で
あ
り
、
Կ
に
も
ま
し

て
خ
し
い
こ
と
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し
た
。

   

基
礎
࣬
ױ
、
ಛ
に
ഏ
気
ज
や
間
質
性

ഏ
Ԍ
の
あ
る
方
の
ഏ
Ԍ
は
重

化
す
る

こ
と
が
多
く
、
主
に
ݺ
吸
ث
内
科
が
治

療
に
あ
た
り
ま
し
た
。
ݺ
吸
管
理
、
ӫ

養
管
理
、
リ
ϋ
ビ
リ
テ
ー
シ
ἀ
ン
な
ど

を
組
み
合
わ
せ
て
行
う
治
療
を
ษ
強
し

ま
し
た
。
チ
ー
ム
医
療
が
有
用
で
、
ޮ


的
で
あ
る
こ
と
を
௧
感
し
ま
し
た
。

   

気
ڳ
は
ݺ
吸
ث
内
科
の
ٹ
ٸ
࣬
ױ
の

一
つ
で
す
が
、
経
ա
の
バ
リ
エ
ー
シ
ἀ

ン
が
多
く
、
そ
の
場
そ
の
場
で
の
判
断

が
ٻ
め
ら
れ
ま
す
。
ถ
国
や
ӳ
国
の
ガ

イ
ド
ラ
イ
ン
を
参
考
に
し
な
が
ら
、
科

学
的
ࠜ
ڌ
に
Ԋ
っ
た
治
療
を
行
い
ま
し

た
。
気
管
支
ڸ
に
よ
る
気
ڳ
の
治
療
な

ど
最
新
の
治
療
に
つ
い
て
も
学
Ϳ
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

   

こ
れ
ら
の
࣬
ױ
を
含
め
、
気
管
支
ᄶ

ଉ
や
ഏ
気
ज
と
い
っ
た
さ
ま
ざ
ま
な
ݺ

吸
ث
࣬
ױ
、
そ
の
他
の
分
野
の
࣬
ױ
で

ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
化
が
進
み
、
大
ප
院
と

同
じ
レ
ベ
ル
の
治
療
が
で
き
る
時
代
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
手
順
を
マ

ニ
ỿ
ア
ル
化
す
る
こ
と
は
う
っ
か
り
ミ

ス
を
防
い
で
診
療
を
ۉ
質
化
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。
当
院
は
熊
本
市
か
ら
ԕ

く

れ
た
地
方
の
ප
院
で
は
あ
り
ま
す

が
、
上
天
草
の
中
֩
ප
院
と
し
て
レ
ベ

ル
の
高
い
診
療
を
目
指
し
て
ま
い
り
ま

す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も
よ
ろ
し
く
お
願

い
し
ま
す
。

月 Ր 水 木 金

内　　科
代ँ内科

本ࡔ
和ా
ݹ

代ँ内科
（熊大）

和ా
部ߔ
ݹ

樋口
本ࡔ
ݹ

樋口
部ߔ
和ా
कా

本ࡔ
部ߔ
中本

応援医師

॥環ث内科 脇ా 前ా 脇ా 脇ా 脇ా
外　　科
ফԽث科 福ా 野 福ా

࿇ඌ 野 ࿇ඌ

ܗ外科 ౻松 上原 ౻松
（後ޕ）
木内

（橋ؠ）
౻松

小児科 ా原 島ା
（ా原） ా原 島ା

（ా原） ా原

人科්࢈ 姫野 姫野 姫野 姫野 姫野
ࣖඓҺ科 熊大 熊大

科　؟ ҄Ҫ 竹下 竹下 竹下 竹下
ൽෘ科 ሩ

ൻث科 小
超Ի・内ࢹ
　センλーڸ

࿇ඌ
野

福ా
࿇ඌ

野
和ా    

福ా
࿇ඌ

福ా
野

歯科・口ߢ外科 福ా 福ా 福ా 福ా 福ా

月 Ր 水 木 金
木診療所ྑڭ 樋口 本ࡔ 応援 応援 ݹ

˔診療受付時間は、ޕ前̔時30分からޕ前
11時30分までです。

˔木༵日のܗ外来（予約制）は、ޕ後2時
から診療を行います。

˔歯科口ߢ外科は月༵から金༵のޕ後も診
療を行います。

˔ਆܦ外科は月2ճ（第1・3水༵日）の
後2時から診療を行います。（予約制）ޕ

˔ൻث科は毎िՐ༵日に診療を行います。
˔内科は木༵のޕ後5時からޕ後6時まで診

療を行います。
˔診療Ҋ内は合により変更となる場合が

あります。ご了ঝください。

■߹ͤઌ　上天草総合病院
　☎0969（62）1122

පӃ͔Βࣈຊे۽
͖ͬͯ·ͨ͠

にೖֶしͯߍֶޢ
40期生　एࡊ

　上天草護ઐ学校へ入学して約1ि間がա͗た。初めて
のྈ生活で׳れない部分もあるが、毎日がとてもॆ࣮してָ
しい。ςϨϏがないとこΖがগし不便だが、不自༝なくաご
せている。この前は、学校がऴわり、みんなで野ٿをした。
高校でスϙーπをしていた人もしていない人もࠞ͡ってとて
もָしかった。このクラスの一番ྑいとこΖは、一人がݽ立
することなく、全員がॿけ合うとこΖだと思う。
　ݩをれて、これまでまかせにしていたことがଟかっ
たということを͡ײ、にँײをしたい。今िは地がىき、
家から自分を৺配してి話をくれ、家のԹかみを͡ײた。
そんな家のためにも、自分の夢を࣮現して安৺させられる
ように、これから自分に出来ること、やらなけれならない
こと、Կ事もੵۃ的にを持って力していきたい。この
学校で出会った༑人を大切に、また、おޓいに高め合いなが
ら、これから国家ݧࢼ合֨に向けてษڧにྭみたいと思う。

্天草૯߹පӃ৬һを募集します
　上天草総合病院では平成29年度の৬員࠾用ݧࢼを次のと
おり࣮ࢪします。
■৬छ・人һ　ॿ࢈師1人、護師10人ఔ度
■応募֨ࢿ
○ॿ࢈師　ॿ࢈師໔ڐ取得者または来य़ॿ࢈師養成機関卒業

込みの人ݟ
○護師　護師໔ڐ取得者または来य़護師養成機関卒業

込みの人ݟ
■ड期限　7月8日（金）必着
■応募手ଓ　ཤྺ書、護師໔ڐ証の写しまたは、卒業ݟ込

書、健康診断書 (6Χ月以内のもの ) を提出してください。
࢝前10時開ޕ7月16日（）　࣌日ݧࢼ■
内容　小文・໘ݧࢼ■
■申込・問合せ先　上天草総合病院総務課　
　☎0969（62）1122

がんサロン（ナイトサロン）

ఔ 6月24日Ⱕçޕ後7時からޕ後9時まで
ॴ 大矢野総合ମ育ؗ 会ٞࣨ

※̒月はナイトαロンです。参加希望の人はご連絡く
ださい。

月 Ր 水 木 金

ױٸ
担当

前ޕ 野 福ా ࿇ඌ 福ా 野

後ޕ ݹ
（部ߔ） 前ా 和ా

（部ߔ）
部ߔ

（本ࡔ） 中本

ɹฏ2�年度当院のױ者数ׂ合を͓Βせ͠·す。
　いͪんଟいのは呼吸ث科ܥの࣬ױで18％、؟科ױ࣬ܥで15％、ফԽױ࣬ܥث
16％、॥環10％ױ࣬ܥثとなっています。天草二次医療ݍ内のױ者数・γェア分
においても、呼吸ױ࣬ܥث、ফԽ؟、ܥث科ܥ、॥環ܥثは高くなっており、このよ
うなデーλを活用し医療提ڙମ制のඋをਤります。

0 10 20 30 40 50 60 70 80 90 100（�）

ܥ科ثٵݺ
���

ܥ科؟
�5ˋ

ফԽܥث
��ˋ

॥ܥث
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ͦのଞ
���
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おΒͤ

の
糸
口
と
な
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
開
設
し
ま
す
。

▼
対
象
者　
本
市
に
お
住
ま
い

の
人
ま
た
は
通
勤
・
通
学
し

て
い
る
人

▼
開
設
日
時　
７
月
1�
日（
火
）

午
後
１
時
か
ら
５
時
ま
で

▼
開
設
場
所　
大
矢
野
庁
舎
１

階
相
談
室

▼
相
談
方
法　
面
談
相
談
（
た

だ
し
、
同
一
の
相
談
に
対
し

１
回
）

▼
相
談
時
間
お
よ
び
費
用　
１

人
１
回
�0
分
間
。
費
用
は
、

無
料
で
す
。

▼
申
込
方
法　
完
全
予
約
制

※
電
話
で
の
申
し
込
み
に
限
り

ま
す
。

※
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
な
ど
で
は

受
付
で
き
ま
せ
ん
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
生
活
環

境
課
市
民
係　

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
４

☎
福
祉
課

家
庭
児
童
相
談
員
・
婦
人

相
談
員

　
上
天
草
市
福
祉
事
務
所
に
は
、

家
庭
に
お
け
る
適
正
な
児
童
養

育
や
家
庭
児
童
福
祉
の
向
上
を

図
る
た
め
の
相
談
・
援
助
を
行

う
家
庭
児
童
相
談
員
と
、
女
性

の
い
ろ
い
ろ
な
悩
み
を
一
緒
に

考
え
な
が
ら
解
決
の
糸
口
を
見

つ
け
る
婦
人
相
談
員
（
母
子
・

父
子
自
立
支
援
員
）
を
設
置
し

て
い
ま
す
。
家
庭
で
の
子
育
て

に
関
す
る
不
安
や
夫
婦
間
の
問

題
な
ど
に
各
相
談
員
が
対
応
し

ま
す
。

▼
家
庭
児
童
相
談
員

○
内
容　
養
育
相
談
、
発
達
相

談
、虐
待
や
し
つ
け
相
談
な
ど

○
窓
口　
上
天
草
市
福
祉
事
務

所
　
☎
０
９
６
９
（
2�
）
３
３
５
１

○
日
時　
毎
週
月
・
火
・
木
曜

日　
午
前
８
時
�0
分
～
午
後

5
時
15
分

▼
婦
人
相
談
員
（
母
子
・
父
子

自
立
支
援
員
）

○
内
容　
夫
や
恋
人
な
ど
か
ら

の
暴
力
（
Ｄ
Ｖ
）、
母
子
・

父
子
家
庭
の
自
立
に
関
す
る

こ
と
、
母
子
・
父
子
及
び
寡

婦
福
祉
資
金
の
貸
付
、
そ
の

他
女
性
が
抱
え
る
問
題
な
ど

○
窓
口　
上
天
草
市
福
祉
事
務

所
　
☎
０
９
６
９
（
2�
）
３
３
５
１

○
日
時　
毎
週
火
・
水
・
金
曜

日　
午
前
８
時
�0
分
～
午
後

5
時
15
分

▼
問
合
せ
先　
福
祉
課
子
育
て

支
援
係

　
☎
0
9
6
9
（
2�
）
3
3
5
1

☎
福
祉
課

児
童
相
談
所
巡
回
相
談

　
熊
本
県
中
央
児
童
相
談
所
は
、

天
草
地
域
に
お
け
る
児
童
福
祉

の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
的
に

児
童
及
び
保
護
者
な
ど
に
対
す

る
相
談
援
助
活
動
を
行
い
ま
す
。

　
児
童
に
関
す
る
専
門
チ
ー
ム

（
児
童
福
祉
司
、
児
童
心
理
司
、

必
要
に
応
じ
て
小
児
科
医
ま
た

は
精
神
科
医
）
が
巡
回
し
、
相

談
に
あ
た
り
ま
す
。

▼
活
動
内
容　
児
童
や
保
護
者

な
ど
か
ら
の
相
談
に
関
す
る

対
応
（
養
育
相
談
、
発
達
相

談
、
虐
待
や
し
つ
け
相
談
、

家
出
や
非
行
な
ど
の
相
談
、

不
登
校
や
引
き
こ
も
り
の
相

談
な
ど
）

▼
相
談
日　
毎
月
第
２
水
曜
日
、

第
４
木
曜
日
※
申
込
締
切
は

相
談
日
の
１
週
間
前

▼
場
所　
天
草
地
域
振
興
局
、

天
草
市
役
所
（
天
草
市
）

▼
申
込
方
法　
専
用
の
申
込
書

に
基
づ
き
完
全
予
約
制
で
行

い
ま
す
。
詳
し
く
は
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
福
祉
課

子
育
て
支
援
係

　
☎
0
9
6
9
（
2�
）
3
3
5
1

☎
福
祉
課

知
的
障
が
い
者（
児
）相
談

　
熊
本
県
福
祉
総
合
相
談
所
が

巡
回
相
談
を
行
い
ま
す
。

▼
日
時　
�
月
1�
日
（
火
）
～

14
日
（
水
）

▼
場
所　

天
草
地
域
振
興
局

（
天
草
市
）

▼
相
談
内
容

○
療
育
手
帳
の
新
規
判
定
（
対

象
は
�
歳
以
上
）

※
1�
歳
以
上
の
新
規
判
定
は
1�

日
の
み

○
療
育
手
帳
の
再
判
定

○
知
的
障
が
い
者
に
関
す
る
総

合
的
な
相
談
（
1�
歳
以
上
）

▼
面
接
枠　
5
人（
上
天
草
市
）

▼
申
込
先　
福
祉
課
、
生
活
環

境
課
、
姫
戸
・
龍
ヶ
岳
統
括

支
所

▼
申
込
締
切　
7
月
2�
日（
金
）

▼
問
合
せ
先　
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係　

　
☎
０
９
６
９
（
2�
）
３
３
７
３

全
国
一
斉
「
子
ど
も
の
人

権
１
１
０
番
」
強
化
週
間

▼
期
間　
6
月
27
日
（
月
）
～

7
月
�
日
（
日
）

▼
時
間　
平
日
は
午
前
�
時
�0

分
か
ら
午
後
7
時
ま
で
。
土
、

日
は
午
前
10
時
か
ら
午
後
5

時
ま
で

▼
専
用
相
談
電
話　
０
１
２
０

（
０
０
７
）
１
１
０

▼
相
談
担
当
者　
人
権
擁
護
委

員
・
法
務
局
職
員

▼
相
談
内
容　
い
じ
め
、
暴
力
、

虐
待
、
体
罰
な
ど
子
ど
も
を

め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
人
権
問

題
※
相
談
内
容
の
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

※
強
化
週
間
以
外
も
平
日
�
時

�0
分
か
ら
午
後
5
時
15
分
ま

で
同
じ
専
用
相
談
電
話
で
相

談
に
応
じ
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
熊
本
地
方
法
務

局
人
権
擁
護
課　

　
☎
０
９
６（
３
６
４
）２
１
４
５

税
の
ひ
ろ
ば

☎
税
務
課

�
月
の
納
税

▼
市
県
民
税　
第
１
期

▼
国
民
健
康
保
険
税　
第
1
期

▼
納
期
限　
6
月
�0
日
（
木
）

▼
口
座
振
替
日　

6
月
27
日

（
月
）

▼
問
合
せ
先　
税
務
課
市
民
税

係　
　
☎
0
9
6
4
（
26
）
5
5
1
9

平
成
ùÿ
年
度
自
動
車
税
納
期

変
更
・
県
税
減
免
等
窓
口

　
県
で
は
、
平
成
2�
年
熊
本
地

震
に
よ
る
被
災
状
況
を
考
慮
し
、

自
動
車
税
の
納
期
を
「
5
月
1

日
（
日
）
～
5
月
�1
日
（
火
）」

か
ら
「
�
月
�
日
（
月
）
～
�

月
��
日
（
水
）」
に
変
更
し
ま

し
た
。
な
お
、
平
成
27
年
度
自

動
車
税
納
税
証
明
書
（
継
続
検

査
用
）
は
、
平
成
2�
年
�
月
�0

日
（
火
）
ま
で
使
用
可
能
で
す
。

　
ま
た
、
天
草
広
域
本
部
税
務

課
で
は
県
税
減
免
な
ど
の
相
談

窓
口
を
設
け
て
い
ま
す
。
詳
細

は
県
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し

て
い
ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
・
相
談
窓
口　
熊
本

県
天
草
広
域
本
部
税
務
課

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
４
３
７
０

☎
健
康
づ
く
り
推
進
課

年
金
相
談
相
談
・
申
請

　
年
金
全
般
に
関
す
る
相
談
を

受
け
付
け
ま
す
。
相
談
日
の
１

週
間
前
ま
で
に
必
ず
予
約
（
事

前
受
付
）
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
日
時　
７
月
21
日
（
木
）
午

前
10
時
～
午
後
３
時

▼
場
所　
大
矢
野
庁
舎
書
庫
棟

１
階
会
議
室

▼
予
約　
市
役
所
各
窓
口
も
し

く
は
健
康
づ
く
り
推
進
課
国

保
事
業
係
ま
で

　
☎
０
９
６
９
（
2�
）
３
３
７
５

※
本
渡
年
金
事
務
所
に
て
年
金

相
談
予
約
受
付
中
。

　
待
ち
時
間
な
し
で
、
年
金
相

談
を
お
受
け
し
ま
す
。
ま
ず

は
、
年
金
手
帳
を
お
手
元
に
、

お
電
話
を
お
願
い
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
本
渡
年
金
事
務

所
お
客
様
相
談
室

　
☎
０
９
６
９
（
24
）
２
１
１
２

☎
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

消
費
全
般
に
関
す
る
相
談

を
受
け
付
け
ま
す

　
契
約
上
の
さ
ま
ざ
ま
な
ト
ラ

ブ
ル
や
悪
質
商
法
な
ど
に
よ
る

被
害
、
多
重
債
務
（
借
金
問

題
）
で
お
悩
み
の
人
の
ご
相
談

な
ど
、
消
費
全
般
に
関
す
る
ご

相
談
に
対
し
て
専
門
の
相
談
員

が
問
題
解
決
に
向
け
て
お
手
伝

い
し
て
い
ま
す
。
お
か
し
い
な
、

困
っ
た
な
と
思
っ
た
と
き
は
一

人
で
悩
ま
ず
消
費
生
活
セ
ン

タ
ー
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
開
設
日
時　

月
～
金
曜
日

（
祝
日
な
ど
を
除
く
）
午
前

９
時
～
午
後
４
時
（
正
午
～

午
後
１
時
を
除
く
）

▼
場
所　
大
矢
野
庁
舎
１
階

▼
巡
回
相
談　
も
っ
と
身
近
に

ご
利
用
い
た
だ
け
る
よ
う
、

巡
回
相
談
窓
口
を
開
設
し
て

い
ま
す
。

○
松
島
地
区

・
場
所　
松
島
庁
舎
１
階
相
談
室

・
開
設
日　
毎
月
第
２
、
第
４

木
曜
日

・
時
間　
午
前
９
時
～
正
午

○
姫
戸
地
区

・
場
所　
姫
戸
統
括
支
所
別
館

会
議
室

・
開
設
日　
毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
前
10
時
～
正
午

○
龍
ヶ
岳
地
区

・
場
所　
龍
ヶ
岳
統
括
支
所
１

階
相
談
室

・
開
設
日　
毎
月
第
１
、
第
３

木
曜
日

・
時
間　
午
後
１
時
～
午
後
３
時

▼
問
合
せ
先
・
相
談
電
話
番
号

　
市
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
４
（
56
）
０
７
８
３

☎
生
活
環
境
課

行
政
相
談

　
行
政
に
関
す
る
苦
情
、
要
望

お
よ
び
意
見
等
が
あ
り
ま
し
た

ら
、
お
気
軽
に
ご
利
用
く
だ
さ

い
。

▼
開
設
日　
７
月
７
日
（
木
）

▽
松　
島　
午
後
１
時
～
午
後

４
時
・
松
島
庁
舎

▼
開
設
日　
７
月
14
日
（
木
）

▽
大
矢
野　
午
後
１
時
～
午
後

４
時
・
大
矢
野
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー

▼
問
合
せ
先　
生
活
環
境
課
市

民
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
４

☎
生
活
環
境
課

弁
護
士
無
料
法
律
相
談
所

　
家
庭
・
金
銭
・
相
続
・
登
記

な
ど
の
法
律
に
関
す
る
困
り
ご

と
や
心
配
ご
と
に
対
し
、
弁
護

士
が
指
導
お
よ
び
助
言
を
行
い
、

そ
の
問
題
の
解
決
ま
た
は
解
決

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

I
n

f
o

r
m

a
t

i
o

n
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おΒͤ

☎
福
祉
課

平
成
��
年
熊
本
地
震
に
伴

う
こ
こ
ろ
の
ケ
ア

　
厚
生
労
働
省
で
は
熊
本
地
震

で
被
災
さ
れ
た
住
民
（
事
業
者
、

労
働
者
と
そ
の
家
族
な
ど
）
の

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
・
健
康
不
安

に
関
す
る
相
談
の
ほ
か
、
相
談

者
の
意
向
を
踏
ま
え
、
最
寄
り

の
労
働
基
準
監
督
署
な
ど
関
係

機
関
の
紹
介
な
ど
の
対
応
を

行
っ
て
い
ま
す
。

▼
心
の
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
０
１
２
０（
７
８
３
）７
２
８

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

○
受
付
時
間　
平
日
10
時
か
ら

17
時
ま
で
（
土
・
日
・
祝
日

を
除
く
）

▼
健
康
相
談
ダ
イ
ヤ
ル

　
☎
0
1
2
0（
0
2
1
）5
0
6

　
（
フ
リ
ー
ダ
イ
ヤ
ル
）

○
受
付
時
間　
月
・
水
・
金
曜

日
1�
時
か
ら
17
時
（
祝
日
を

除
く
）

※
詳
し
く
は
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（IUUQ���LPLPSP.N
IMX

.
HP

.KQ
�FBTU�KBQ

BO
�

FBSUIRVBLF�

）を
ご
確
認

く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
福
祉
課
障
が
い

福
祉
係

　
☎
０
９
６
９
（
2�
）
３
３
７
３

イ
ベ
ン
ト
・
募
集

☎
高
齢
者
ふ
れ
あ
い
課

家
族
介
護
教
室

　
介
護
者
が
介
護
技
術
を
習
得

で
き
、
仲
間
づ
く
り
が
で
き
る

よ
う
家
族
介
護
教
室
を
開
催
し

ま
す
。

▼
対
象　
自
宅
で
高
齢
者
を
介

護
す
る
家
族
な
ど

▼
参
加
費　
無
料

▼
日
時
①　
6
月
2�
日
（
水
）

午
後
2
時
～
�
時

○
場
所　
翔
洋
苑　
ユ
ニ
ッ
ト

棟
1
階
地
域
交
流
ス
ペ
ー
ス

○
テ
ー
マ　
『
年
は
と
っ
て
も
お

い
し
く
食
べ
る
お
口
の
ケ
ア
』

○
問
合
せ
先　
姫
戸
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー　

　
☎
０
９
６
９
（
5�
）
３
６
３
３

▼
日
時
②　
７
月
15
日
（
金
）

午
前
10
時
～
11
時
�0
分

○
場
所　
松
島
在
宅
介
護
支
援

セ
ン
タ
ー　
中
会
議
室
（
元

原
田
医
院
）

○
テ
ー
マ　
『
学
ぼ
う　

楽
な

介
護
方
法
』

○
問
合
せ
先　
松
島
在
宅
介
護

支
援
セ
ン
タ
ー

　
☎
０
９
６
９
（
25
）
２
１
１
９

「
あ
ま
く
さ
浪
漫
紀
行
」

参
加
者
募
集

　

子
ど
も
た
ち
に
天
草
の
歴

史
・
文
化
・
自
然
な
ど
地
域
の

魅
力
を
伝
え
、
郷
土
愛
を
育
む

た
め
に
「
Ｆ
Ｉ
Ｖ
Ｅ　
Ｒ
Ｅ
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｓ
～
あ
ま
く
さ
浪
漫

紀
行
～
」
と
題
し
、
明
治
時
代

に
五
足
の
靴
が
た
ど
っ
た
道

（
富
岡
港
～
大
江
天
主
堂
）
を

１
泊
２
日
で
歩
い
て
廻
り
ま
す
。

▼
日
時

○
事
前
学
習
会　

８
月
７
日

（
日
）
午
前
中

○
事
業
当
日　
８
月
20
日（
土
）

か
ら
21
日
（
日
）
ま
で

※
雨
天
時　
９
月
10
日
（
土
）

～
11
日
（
日
）

▼
対
象
者　
天
草
地
域
の
小
学

５
、６
年
生

▼
定
員　
�0
人

▼
参
加
費　
無
料

▼
応
募
方
法　

当
会
議
所
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
応
募
用

紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
７

月
11
日
（
月
）
ま
で
に
お
申

込
み
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
・
問
合
せ
先　
一
般
社

団
法
人
天
草
本
渡
青
年
会
議

所
事
務
局

　
☎
０
９
６
９
（
2�
）
０
０
１
８

☎
産
業
雇
用
創
出
課

海
運
業
に
対
す
る
支
援
制

度
を
創
設

　
上
天
草
市
に
お
い
て
は
海
運

業
の
振
興
と
担
い
手
不
足
解
消

を
目
的
と
し
た
各
種
補
助
金
制

度
を
創
設
し
ま
し
た
。

○
海
運
業
振
興
事
業
費
補
助
金

　
海
運
事
業
者
の
Ｐ
Ｒ
活
動
な

ど
に
対
す
る
事
業
補
助
金

○
新
規
船
員
雇
用
育
成
事
業
補

助
金

　
海
技
士
資
格
取
得
に
至
る
ま

で
の
人
件
費
の
一
部
補
助

○
上
級
海
技
士
免
許
取
得
補
助
金

　
上
級
海
技
士
免
許
の
取
得
に

要
す
る
経
費
の
一
部
補
助

○
定
住
促
進
船
員
家
賃
補
助
金

　
民
間
借
家
等
の
家
賃
支
払
い

に
要
す
る
経
費
の
一
部
補
助

○
海
運
事
業
設
備
投
資
資
金
利

子
補
給
補
助
金

　
設
備
投
資
の
借
入
資
金
に
係

る
利
子
の
一
部
補
助

○
定
住
促
進
船
員
就
職
祝
い
金

　
市
内
海
運
事
業
者
に
就
職
し

た
際
の
祝
金

※
詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
産
業
雇
用
創
出

課
企
業
誘
致
・
産
業
支
援
係

　
☎
0
9
6
4
（
26
）
5
5
3
1

5531

☎
都
市
整
備
課

建
築
物
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス

ト
含
有
調
査
事
業

　
民
間
建
築
物
の
ア
ス
ベ
ス
ト

被
害
を
未
然
に
防
ぎ
、
安
全
で

安
心
で
き
る
生
活
を
推
進
す
る

こ
と
を
目
的
に
、
吹
付
け
ア
ス

ベ
ス
ト
な
ど
の
含
有
調
査
事
業

を
行
う
人
に
対
し
、
そ
の
費
用

の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
の
建
築
物

○
上
天
草
市
の
区
域
内
に
存
す

る
建
築
物

○
吹
付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
な
ど
が

施
工
さ
れ
て
い
る
お
そ
れ
の

あ
る
建
築
物

○
他
の
補
助
金
を
受
け
て
、
吹

付
け
ア
ス
ベ
ス
ト
含
有
調
査

を
し
た
こ
と
の
な
い
建
築
物

▼
補
助
対
象
者

○
建
築
物
の
所
有
者

○
市
税
・
使
用
料
な
ど
の
滞
納

が
な
い
人

▼
補
助
金
の
額　
上
限
25
万
円

▼
募
集
戸
数　
1
戸
（
抽
選
）

▼
申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
都
市
整
備

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　
7
月
1
日（
金
）

～
7
月
2�
日
（
金
）

※
申
込
期
間
後
、
抽
選
を
行
い

当
選
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
申
込
者
が
い
な
か
っ
た
場
合

は
、
�
月
1
日
（
月
）
以
降

随
時
受
付
を
行
い
ま
す
（
先

着
順
）

▼
問
合
せ
先　
都
市
整
備
課
都

市
計
画
・
住
宅
係　

　
☎
0
9
6
9
（
2�
）
3
3
6
6

3366

☎
都
市
整
備
課

戸
建
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断

　
地
震
に
対
す
る
安
全
性
の
向

上
を
図
る
た
め
、
耐
震
診
断
を

行
う
人
に
対
し
、
そ
の
費
用
の

一
部
を
補
助
し
ま
す
。

▼
対
象
住
宅　
次
の
全
て
に
該

当
す
る
住
宅

○
市
内
に
所
在
す
る
戸
建
木
造

住
宅
で
、
現
に
居
住
し
て
い

る
も
の

○
在
来
軸
組
構
法
に
よ
っ
て
建

築
さ
れ
た
地
上
階
数
が
2
以

下
の
も
の

○
昭
和
56
年
5
月
�1
日
以
前
に

着
工
し
た
も
の

▼
対
象
者

○
住
宅
の
所
有
者

○
市
税
・
使
用
料
な
ど
の
滞
納

が
な
い
人

▼
補
助
金
の
額　
耐
震
診
断
に

要
す
る
費
用
の
２
／
３
以
内

の
額
（
限
度
額
�
万
円
）

▼
募
集
戸
数　
1
戸
（
抽
選
）

▼
申
込
方
法　
申
請
書
に
必
要

書
類
を
添
付
し
、
都
市
整
備

課
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
期
間　
7
月
1
日（
金
）

～
7
月
2�
日
（
金
）

※
申
込
期
間
後
、
抽
選
を
行
い
、

当
選
者
を
決
定
し
ま
す
。

※
申
込
者
が
い
な
か
っ
た
場
合

は
、
�
月
1
日
（
月
）
以
降

随
時
受
付
を
行
い
ま
す
（
先

着
順
）

▼
問
合
せ
先　
都
市
整
備
課
都

市
計
画
・
住
宅
係

　
☎
0
9
6
9
（
2�
）
3
3
6
6

受
講
料
無
料

樹
木
剪
定
講
習
会

▼
開
催
日　
6
月
2�
日
（
水
）

～
7
月
1
日
（
金
）
の
10
時

～
16
時

▼
場
所　
松
島
総
合
セ
ン
タ
ー

ア
ロ
マ

▼
募
集
人
員　
15
人

▼
応
募
締
切　
6
月
22
日（
水
）

▼
応
募
資
格　
60
歳
以
上
で
シ

ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
へ
入

会
希
望
者
、
セ
ン
タ
ー
会
員

▼
応
募
方
法　
上
天
草
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
ま
で
申

込
書
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
上
天
草
市
シ
ル

バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

　
☎
0
9
6
4
（
5�
）
2
2
2
8

  

োૅجۚ

ねんきんで笑顔

　国民年金の加入中に初診日がある病気
やέΨなどでোがいの状ଶになったとき、
ো認定日（初診日から１年̒Χ月をܦ
աした日、またはその期間内に状がݻ
定した日）において、ো等ڃの１ڃま
たは２ڃに֘当した場合は、োૅج年
金を受けることができます。
　ただし、初診日がଐする月の前ʑ月ま
でに、保険ྉを納めた期間（ް生年金加
入期間等をؚむ）と໔আ期間（ए年者納
付༛予期間・学生納付ಛྫ期間をؚむ）
を合ࢉした期間が、加入期間の３分の２
以上必要となります（ಛྫとして、初診
日が平成38年３月31日までにあるとき
は、初診日のଐする月の前ʑ月までの１
年間に保険ྉの未納期間がなけれよい
ことになっています）。
　20歳前に初診日のある病気やέΨに
よってোがいの状ଶになった方は、ো
等ڃの１ڃまたは２ڃに֘当すれ20
歳から（ো認定日が20歳以後の場合
は、ো認定日から）受給できます。た
だし、この場合本人に一定額以上の所得
や他年金の受給がある場合、支給が制限
されます。
　োૅج年金の年金額は、１ڃোで
975125円（月額81260円）、２ڃো
 で780100円（ 月 額65008円 ） と
なっています。
　また、োૅج年金を受けられる方に
生ܭをҡ持されている18歳までの子、
または20歳未満でোૅج年金１・２
・の状ଶにある子がいる場合、１人目ڃ
２人目は各224500円、３人目以降は
各74800円の加ࢉが受けられます。
■問合せ・૬ஊ先　本渡年金事務所
　☎0969（24）2112
　市健康づくり推進課国保事業係
　☎0969（28）3375

〈
有
料
広
告
〉

シューウィーゼミ （通称松本塾）生徒募集　 住所：上天草市松島町合津3425－８
TEL：0969－56－2757　塾長：松本修吾

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　小５～中２までの生徒を募集しています。

＊私学特待生推薦制度有り。（現在、学費、寮費免除または、半額のもと国立医学部、薬学部、防大、
公務員、等、十数名の生徒達が目標に向け、各々の高校で頑張っています。）
○英検対策 （目標中３で２級まで）　○希望者の必要に応じた無料個別指導。　○自習室完備
＊詳細は、090－2584－1069 （松本） まで　

本気でやれば必ず伸びる ！　
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おΒͤ

☎
産
業
雇
用
創
出
課

上
天
草
市
に
お
け
る
創
業・

起
業
を
支
援
し
ま
す

　
上
天
草
市
に
お
い
て
は
、
上

天
草
市
商
工
会
・
天
草
信
用
金

庫
と
連
携
し
、
一
体
感
を
も
っ

た
創
業
支
援
を
お
こ
な
う
た
め

に
「
上
天
草
市
起
業
創
業
者
支

援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
」
を
設
置
し

ま
し
た
。 

　
具
体
的
に
は
、
ワ
ン
ス
ト
ッ

プ
窓
口
の
設
置
、
創
業
セ
ミ

ナ
ー
な
ど
の
実
施
、
経
営
相
談

員
に
よ
る
ビ
ジ
ネ
ス
モ
デ
ル
構

築
指
導
や
金
融
機
関
に
よ
る
資

金
収
支
計
画
指
導
を
行
い
ま
す
。

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
産
業
雇
用
創
出

課
企
業
誘
致
・
産
業
支
援
係

　
☎
0
9
6
4
（
26
）
5
5
3
1

☎
企
画
政
策
課

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
る
わ
か

り
ガ
イ
ド
」
の
窓
口
設
置

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
の
利
用
シ
ー

ン
や
Ｑ
＆
Ａ
な
ど
を
紹
介
し
た

「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
ま
る
わ
か
り

ガ
イ
ド
（
保
存
版
）」
が
、
政

府
広
報
室
か
ら
新
聞
折
込
広
告

（
折
込
日
：
4
月
24
日
（
日
））

で
配
布
さ
れ
ま
し
た
。
同
様
の

リ
ー
フ
レ
ッ
ト
（
Ａ
４
判
）
を

市
役
所
各
窓
口
に
設
置
し
て
い

ま
す
の
で
、
必
要
な
人
は
ご
活

用
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
企
画
政
策
課
番

号
制
度
推
進
室

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
４
３

☎
農
林
水
産
課

農
地
な
ど
の
災
害
復
旧

　
農
地
（
田
・
畑
）
や
農
業
用

施
設
（
農
道
・
水
路
な
ど
）
が
、

暴
風
・
豪
雨
・
地
震
な
ど
異
常

な
天
然
現
象
で
被
害
を
受
け
た

場
合
、
原
形
に
復
旧
す
る
「
災

害
復
旧
事
業
」
が
あ
り
ま
す
。

　
農
地
は
、
耕
作
中
の
土
地
が

対
象
で
あ
り
、
遊
休
地
は
対
象

外
で
す
。
ま
た
、
受
益
者
分
担

金
が
必
要
と
な
り
ま
す
。

　

農
業
用
施
設
は
、
受
益
者

（
利
用
者
）
が
２
戸
以
上
で
あ

り
、
適
切
に
維
持
管
理
を
行
っ

て
い
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

　
事
業
の
採
択
に
は
一
定
の
要

件
が
あ
り
ま
す
の
で
詳
し
く
は
、

お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
農
林
水
産
課
耕

地
・
林
務
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
１
５

☎
農
林
水
産
課

桜
の
若
木
を
寄
贈
し
ま
す

　
宝
く
じ
の
社
会
貢
献
広
報
事

業
に
よ
る
助
成
を
受
け
て
、
さ

く
ら
の
植
栽
、
育
成
、
保
存
を

図
り
、
豊
か
な
自
然
環
境
、
生

活
環
境
を
保
全
す
る
た
め
に
行

わ
れ
る
事
業
で
す
。

▼
寄
贈
対
象　
宝
く
じ
桜
を
植

栽
、
育
成
、
手
入
れ
、
保
存

を
行
い
、
自
然
環
境
、
公
益

活
動
を
す
る
団
体
な
ど
で
、

次
の
要
件
を
満
た
す
箇
所
。

○
桜
に
よ
り
自
然
景
観
を
向
上

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
、
植
栽

計
画
、
手
入
れ
・
管
理
体
制

が
整
備
さ
れ
て
い
る
箇
所
。

○
50
本
～

450
本
の
桜
の
植
樹
が

可
能
な
箇
所
。

※
申
請
様
式
な
ど
詳
し
く
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
申
請
期
間　
7
月
1
日（
金
）

※
必
着

▼
寄
贈
時
期　
12
月
～
平
成
2�

年
1
月
下
旬

▼
申
請
・
問
合
わ
せ
先　
農
林

水
産
課
耕
地
・
林
務
係

　
☎
0
9
6
4
（
26
）
5
5
1
5

平
成
��
年
度
第
２
回
甲
種

防
火
管
理
新
規
講
習
会

▼
日
時

○
1
日
目　
�
月
�
日
（
月
）

�
時
～
16
時

○
2
日
目　
�
月
�
日
（
火
）

�
時
�0
分
～
15
時
40
分

▼
会
場　
天
草
広
域
連
合
消
防

本
部
（
天
草
市
）

▼
受
講
料　
３
８
０
０
円

※
受
付
期
間
終
了
後
に
納
付
書

を
郵
送
し
ま
す
の
で
、
7
月

15
日
（
金
）
ま
で
に
金
融
機

関
で
納
入
し
て
く
だ
さ
い
。

▼
定
員　
60
人

▼
対
象
者　
天
草
管
内
居
住
者

ま
た
は
勤
務
者

▼
申
込
方
法　
申
込
書
と
顔
写

真
を
消
防
本
部
か
最
寄
り
の

消
防
署
に
提
出
し
て
く
だ
さ

い
。

※
申
込
書
は
消
防
本
部
、
最
寄

り
の
消
防
署
に
用
意
し
て
あ

る
他
、
天
草
広
域
連
合
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も
ダ
ウ

ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

▼
受
付
期
間　
6
月
20
日（
月
）

～
27
日
（
月
）

※
定
員
に
達
し
た
時
は
締
め
切

り
ま
す
。

▼
そ
の
他　
講
習
会
1
日
目
の

受
付
は
、
�
時
�0
分
か
ら
�

時
ま
で
で
す
。

▼
問
合
せ
先　
天
草
広
域
連
合

消
防
本
部
予
防
課

　
☎
０
９
６
９
（
22
）
３
３
０
５

そ
の
他

☎
総
務
課

７
月
は
「
社
会
を
明
る
く

す
る
運
動
」
強
調
月
間
で
す

　
　

　
「
社
会
を
明
る
く
す
る
運
動
」

は
、
犯
罪
や
非
行
の
防
止
と
、

罪
を
犯
し
た
人
た
ち
の
更
生
に

つ
い
て
理
解
を
深
め
、
犯
罪
の

な
い
明
る
い
社
会
を
築
こ
う
と

す
る
全
国
的
な
運
動
で
す
。

　
月
間
中
に
、
市
で
は
、
保
護

司
会
や
更
生
保
護
女
性
会
と
協

力
し
て
イ
ベ
ン
ト
や
街
頭
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
な
ど
を
実
施
し
ま
す
。

皆
さ
ん
の
ご
参
加
・
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

▼
行
動
目
標

・
犯
罪
や
非
行
の
な
い
安
全
・

安
心
な
地
域
社
会
を
築
く
た

め
の
取
組
み
を
進
め
よ
う

・
犯
罪
や
非
行
を
し
た
人
た
ち

の
立
ち
直
り
を
支
え
よ
う

▼
重
点
事
項

・
出
所
者
な
ど
の
事
情
を
理
解

し
た
上
で
雇
用
す
る
企
業
の

数
を
増
や
す
こ
と

・
帰
る
べ
き
場
所
が
な
い
ま
ま
、

刑
務
所
か
ら
社
会
に
戻
る
人

の
数
を
減
ら
す
こ
と

▼
問
合
せ
先　
総
務
課
総
括
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
総
務
課

６
月
ùú
日
～
ùĀ
日
は

「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

　
内
閣
府
で
は
「
男
女
共
同
参

画
社
会
基
本
法
」
の
公
布
・
施

行
日
が
平
成
11
年
6
月
2�
日
で

あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
毎
年
6

月
2�
日
か
ら
2�
日
ま
で
の
1
週

間
を
「
男
女
共
同
参
画
週
間
」

と
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
啓
発
活
動

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

男
性
と
女
性
が
、
職
場
で
、

学
校
で
、
地
域
で
、
家
庭
で
、

そ
れ
ぞ
れ
の
個
性
と
能
力
を
発

揮
で
き
る
「
男
女
共
同
参
画
社

会
」
の
実
現
の
た
め
に
は
、
行

政
だ
け
で
な
く
市
民
一
人
一
人

の
協
力
が
必
要
で
す
。

　
私
た
ち
の
ま
わ
り
の
男
女
の

パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
つ
い
て

こ
の
機
会
に
考
え
て
み
ま
せ
ん

か
？

▼
問
合
せ
先　
総
務
課
総
括
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
６

☎
生
活
環
境
課

「
雨
の
日
」
の
ご
み
の
収
集

　
収
集
日
に
雨
が
降
っ
て
い
る
、

も
し
く
は
降
り
そ
う
な
と
き
は
、

「
布
団
」・「
じ
ゅ
う
た
ん
」
な

ど
の
水
を
吸
収
す
る
粗
大
ご
み

や
「
紙
類
」・「
古
着
類
」
の
資

源
物
は
出
さ
な
い
よ
う
に
お
願

い
し
ま
す
。

　
紙
類
は
雨
に
濡
れ
る
と
シ
ミ

の
原
因
と
な
り
品
質
が
低
下
し

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
衣
類

は
カ
ビ
の
発
生
や
傷
み
な
ど
の

原
因
と
な
り
、
再
資
源
化
が
難

し
く
な
り
ま
す
の
で
、
今
後
と

も
ご
み
の
再
資
源
化
の
促
進
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
４

　

こんにちは、
地域包括支援センターです

体と頭の健康のために

　കӍの時期になると外に出るのがおっ
くうになりますͶ。しかし、家の中で
かりաごすと、ମを動かす機会や人と関
わる機会が減ってしまいます。ମや಄を
わないとだんだん機能が低下していき
ます。いつまでもݩ気でաごすために、
ମや಄のӡ動をすることが大切です。

ϙイント
１、 家の中でもストϨッチや;みӡ動

を行いましょう。
２、 手をうことはのಇきをଅします。

श字や日記を書くことはのӫ養ࡎに
なります。

３、 আやਬ൧など自分でできることは
できるだけ自分で行いましょう。

４、 ストϨスをཷめないようにしましょ
う。

５、 できるだけ地域の活動に参加し、ੵ
。的に人と関わるようにしましょうۃ

　自分でできることはੵۃ的に行いなが
ら、地域でおޓいを支えあっていきま
しょう。

■問合せ　地域แ括支援センλー
　☎0969（28）3378

ͷσーλࢢ
ਓɹɹޱ� �����ਓʢ�����ʣ
உɹɹੑ� �����ਓʢ�����ʣ
ঁɹɹੑ� �����ਓʢ�����ʣ
ੈçଳç� ��ʢ������ʣށ���
�ͷ໘ੵࢢ ������ὕɹ
平成28年4月30日現在（　）は前月比

〈
有
料
広
告
〉

্天草ࢢγϧόー人ࡐηンλー͔Βの͓Βせ

・আ草、Ⴉ定、大、内外のܰ࡞業、࡞業、ো子等の張ସ、家のআ、ุのআ、๘のআڈ等
・കӍ明けやおຍ前には、依頼がଟくご希望にର応できないことがあります。おૣ目にご૬ஊください。
・;るさとの自や所有地、おุなどのཧはいかがでしょうかʁ　お気ܰにご૬ஊください。
■͓問い合せɿ上天草市大矢野町中3089番地1（ެ社）上天草市γルόー人ࡐセンλー ☎0964-59-2228

公益社団法人
ఉのႩ定࣌期ではないです͔ʁɹथの͓手入;Δ͞との͓Ո所༗のཧなͲ૬ஊに応͡·す。
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おΒͤ

5515

☎
監
理
課

入
札
情
報

□
�
月
��
日
入
札
分

▼
姫
戸
埋
立
地
本
管
新
設
工
事

（
�
）

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内 

②（
有
）天
草
防
災
電
気
設
備

③
姫
戸
町 

④
４
２
８
万
２
２
０
０
円 

⑤
5
月
～
7
月

▼
龍
ヶ
岳
小
学
校
災
害
復
旧

（
軒
樋
）
工
事 

①
龍
ヶ
岳
町
高
戸
２
７
４
８
番
地

②（
有
）瀧
下
建
設 

③
龍
ヶ
岳
町 

④
３
３
７
万
７
１
６
０
円 

⑤
5
月
～
6
月

□
�
月
��
日
入
札
分

▼
上
天
草
市
姫
戸
統
括
支
所
等

外
構
整
備
工
事 

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内 

②（
有
）竜
王
建
設 

③
龍
ヶ
岳
町 

④
４
２
７
３
万
２
０
０
円 

⑤
5
月
～
�
月

▼
湊
大
橋
補
修
工
事�

①
松
島
町
合
津
地
区
内 

②（
株
）礎　
上
天
草
営
業
所

③
松
島
町 

④
３
７
８
５
万
４
千
円 

⑤
5
月
～
10
月

▼
姫
戸
地
区
（
永
目
）
埋
立
造

成
工
事
（
そ
の
�
） 

①
姫
戸
町
姫
浦
地
区
内 

②（
有
）山
口
海
運 

③
姫
戸
町 

④
２
１
５
０
万
２
８
０
０
円

⑤
5
月
～
�
月

▼
市
道
亀
の
迫
江
後
線
単
独
災

害
復
旧
工
事
（
そ
の
�
）

①
大
矢
野
町
中
地
区
内 

②（
有
）マ
サ
ル
建
設 

③
大
矢
野
町 

④
３
１
２
万
１
２
０
０
円 

⑤
5
月
～
6
月

▼
前
島
総
合
開
発
交
差
点
整
備

用
地
測
量
業
務
委
託 

①
松
島
町
合
津
地
区
内 

②（
株
）エ
イ
ト
日
本
技
術
開
発

熊
本
支
店 

③
熊
本
市 

④
８
６
万
４
千
円 

⑤
5
月
～
7
月

▼
市
道
古
野
賎
の
女
線
用
地
測

量
業
務
委
託 

①
大
矢
野
町
上
地
区
内 

②
旭
測
量
設
計（
株
）上
天
草
支
店

③
大
矢
野
町 

④
５
６
万
１
６
０
０
円 

⑤
5
月
～
6
月

▼
問
合
せ
先　
監
理
課
契
約
検

査
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
３
３

☎
生
活
環
境
課

お
詫
び
と
訂
正

　

４
月
号
�4
ペ
ー
ジ
（
下
）
に

掲
載
し
た
「
犬
・
猫
の
避
妊
去

勢
手
術
を
補
助
し
ま
す
」
に
誤

り
が
あ
り
ま
し
た
。
補
助
金
額

は
「
手
術
費
用
の
２
分
の
１
以

内
（
限
度
額
１
０
、０
０
０
円
）

で
１
世
帯
当
た
り
１
回
（
頭
）

分
ま
で
」
で
し
た
。
お
詫
び
し

て
訂
正
し
ま
す
。

▼
問
合
せ
先　
生
活
環
境
課
環

境
衛
生
係

　
☎
０
９
６
４
（
26
）
５
５
２
４

☎
社
会
教
育
課

ロ
ア
ッ
ソ
熊
本
「
上
天
草
市

タ
ウ
ン
デ
イ
」
開
催
中
止

　
広
報
上
天
草
5
月
号
2�
ペ
ー

ジ
に
掲
載
し
た
、
ロ
ア
ッ
ソ
熊

本
「
上
天
草
市
タ
ウ
ン
デ
イ
」

開
催
は
、
熊
本
地
震
の
影
響
に

よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
。
参

加
を
希
望
さ
れ
て
い
た
人
に
は

申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
、
ご
理

解
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い

し
ま
す
。
ご
不
明
な
点
は
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ
先　
社
会
教
育
課
ス

ポ
ー
ツ
推
進
係

　
☎
0
9
6
9
（
2�
）
3
3
8
0

善
意
に
感
謝
（
敬
称
略
）

▼
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

　
市
内
の
福
祉
施
設
（
南
風
苑
、

松
朗
園
、
翔
洋
苑
、
き
ら
ら
の

里
、
相
生
荘
）
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
サ
ー
ビ
ス
を
し
た
人
を
紹
介

し
ま
す
。

○
中
田
理
髪
店
、
ノ
ウ
ブ
ル
、

タ
カ
シ
ス
タ
ジ
オ
、
花
水
木
、

創
作
菓
子
工
房
ア
ロ
ー
ム
、
本

郷
絵
手
紙
も
み
じ
会
、
天
理
教

大
矢
野
支
部
、
圓
尾
玲
子
、
西

山
カ
ラ
オ
ケ
教
室
、
濱
口
民
謡

教
室
、
草
野
麻
美
、
こ
っ
ぱ
劇

団
、
木
下
と
も
子
、
な
ご
み
、

さ
く
ら
コ
ー
ル
、
宗
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　市では、平成28年度৬員࠾用ݧࢼ（平成29年度࠾用）を次の要ྖで࣮ࢪします。

なͲ֨ࢿݧ用༧定人һ、ड࠾ͼٴ৬छݧࢼ■
区ɹɹ分 ৬ɹɹछ 用༧定数࠾ 年齢ٴͼ໔֨ࢿ・ڐなͲ

大　　学
卒業ఔ度

一般事務৬ ̒人ఔ度 昭和56年4月2日以降に生まれた者で、学校ڭ育法による大学（期大学をআ
く。）を卒業ຢは平成29年3月末までに卒業ݟ込みの者（上天草市長が同等の
（ஙݐ）があると認める者をؚむ。）ٕज़৬֨ࢿ １人ఔ度

　　大
卒業ఔ度 保育࢜ ２人ఔ度

昭和56年4月2日以降に生まれた者で、学校ڭ育法による期大学を卒業ຢは
平成29年3月末までに卒業ݟ込みの者（上天草市長が同等の֨ࢿがあると認め
る者をؚむ。）で、保育師の֨ࢿを有する者ຢは平成29年3月末日までに取得
するݟ込みの者

高　　校
卒業ఔ度

一般事務৬ ２人ఔ度 昭和56年4月2日から平成11年4月1日までに生まれた者で、学校ڭ育法による
高等学校を卒業ຢは平成29年3月末までに卒業ݟ込みの者
ただし、学校ڭ育法による大学（期大学をআく。）を卒業ຢは平成29年3月
末までに卒業ݟ込みの者はআくٕज़৬（木） ２人ఔ度

先͓Αͼ৬内容ۈ■
　○一般事務৬…市長事務部局等にۈ務し、事務の৬務に従事　○保育࢜…市長事務部局等にۈ務し、保育

の৬務に従事　○ٕज़৬…市長事務部局等にۈ務し、ઐٕज़の৬務に従事

■डݧ手ଓ
①受付期間　7月15日（金）から8月1日（月）まで（༵日、日༵日ٴびॕ日をআきます。）
　受付時間は、ޕ前8時30分からޕ後5時まで
　※郵送の場合は、8月1日（月）までのফҹのあるものに限り受け付けます。
②申込・問合せ先　〒869-3692　熊本ݝ上天草市大矢野町上1514
　　　　　　　　　　　　　　　　上天草市役所総務課行ֵ・人事係　☎0964 （26） 5527 （μイϠルイン）
③申込手続　上天草市ൃ行の申込用ࢴに必要事߲を記入して、受ݧ票送付用の52円切手をఴえて前記申込

先に郵送ຢは持参してください。郵送する場合は、දに「上天草市৬員࠾用ݧࢼ申込」とग書きし、必ͣ
簡易書留郵便で送付してください。
④申込用紙の請求
○直接受取の場合　申込用ࢴは上天草市役所総務課行 ・ֵ人事係（大矢野庁舎2֊）、市民課（松島庁舎1֊）、

姫戸統括支所、龍ヶ岳統括支所に用意しています。
○郵便請求の場合　දに「上天草市৬員࠾用ݧࢼ申込書請求」とग書きし、140円切手をషったѼ先明記の

返৴用෧（"4が入るもの）を同෧のうえ、上天草市役所総務課行ֵ・人事係へ請求してください。
○インターネットで出力する場合   市のホームページ（http://XXX.DitZ.LaNiaNaLVTa.LVNaNPtP.

jp/）にアクセスしてμンロードしてください。 	 ɿ必ͣްࢴで྆໘ҹすΔ͜と 
 

Αͼ場所͓࣌の日ݧࢼ■
　①１次試験

区ɹ分 日ɹɹ࣌ ձ場ݧࢼ 合ɹ֨ɹൃɹද

全۠分  9月18日（日）
8時30分集合

上天草市役所
大矢野庁舎

10月上०に合֨者のみ通します。また、合֨者
の受ݧ番号を市役所に掲示します。

　②２次試験
区ɹ分 日ɹɹ࣌ ձ場ݧࢼ 合ɹ֨ɹൃɹද

全۠分 11月中०の予定 上天草市役所
大矢野庁舎

11月下०に合֨者、不合֨者とも通します。ま
た、合֨者の受ݧ番号を市役所に掲示します。

ฏ��年ࢢ༺࠾৬һを募集します

多くの方から義援金をいただいています。
　市には、これまで、熊本地震への義援金が多く寄せられています。５月19
日（木）には、スパ・タラソ天草の指定管理者である株式会社ウェルネスデ
ベロップメント（東京都）の野田社長が市役所を訪問し、熊本地震の被害の
義援金を堀江市長に手渡しました。「関東では、今も被害が大きかった地域の
映像を繰り返し放映している」と野田社長は心配そうに話していました。
　義援金は、日本赤十字社熊本県支部へ送金し、被災地の支援にあてられます。 ▲義援金を手渡す野田社長（右）
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対象者 所得区分 認定証区分
自己負担限度額

外来 入院

70歳
未満

年間所得901万円超の人

限度額適用認定証

25万2600円+（医療費－84万2000円）×1％

年間所得600万円超901
万円以下の人 16万7400円+（医療費－55万8000円）×1％

年間所得210万円超600
万円以下の人 8万100円 +（医療費－26万7000円）×1％

年間所得210万円以下の人 5万7600円

住民税非課税 限度額適用・標準負担額
減額認定証 3万5400円

70歳～
74歳

現役並み所得者 必要なし
（被保険者証で限度額

適用する）

4万4400円 8万100円 +( 医療費
－26万7000円 ) ×1％

一般 1万2000円 4万4400円

低所得Ⅱ 限度額適用・標準負担額
減額認定証

8000円 2万4600円

低所得Ⅰ 1万5000円

※限度額適用認定証…医療機関に提示すると保険適用医療費の支払い
が自己負担限度額までになります。

※標準負担額減額認定証…医療機関に提示すると入院時の食事代の自
己負担額（１食あたり360円）が、住民税非課税世帯の場合210円、
低所得者Ⅰの場合100円に減額となります。

　また、住民税非課税世帯で90日を超える入院の場合は160円に減額
となりますが、別途手続きが必要です。現在、認定を受けている人も、
更新時に改めて申請してください。

■問合せ先　健康づくり推進課国保事業係　☎0969（28）3354

国民健康保険被保険者証などの更新をお忘れなく
国民健康保険被保険者証
　上天草市国民健康保険の被保険者にお渡ししてある被保険者証の有効
期限は、ほとんどが平成28年7月31日までとなっています。
　新しい被保険者証は、7月中に世帯主あてに簡易書留で郵送する予定
としていますので受取りをお願いします。
　配達日に不在の際は、郵便局の指示に従い、7月末日までに受け取り
を済ませてください。ただし、国民健康保険税の滞納がある世帯は、郵
送しませんので別途窓口での受取りをお願いします。

限度額適用認定証、限度額適用・標準負担額減額認定証
　8月以降も必要な人は、8月になってから改めて窓口で申請をお願いします。後期高齢者医療制度では自
動更新となりますが、国民健康保険の場合は改めて申請が必要となりますので間違いがないよう、ご注意く
ださい。

後期高齢者を対象に“お口”の健康診断を行います！
　後期高齢者の噛む力や、飲み込む力が低下する
ことで、飲み込んだ物が肺に入ってしまい、肺炎
や呼吸困難になることなどを予防するため、口の
中の機能をチェックします。また、お口の健康を
保つことで他の病気にも掛かりにくくなりますの
で、この機会にお口の健康診断を受けましょう。
■健診内容　 歯と飲み込む力の検査をした後に

改善方法の指導も行います。
■対象者　後期高齢者医療被保険者（後期高齢者

医療保険の保険証を持っている上天草市民）
■個人負担金　400 円
※健診結果による精密検査および治療費用は、自

己負担となります。
■実施期間　12月31日まで
■実施場所　 天草郡市歯科医師会協力歯科医療

機関（事前に予約が必要です。）
■問合せ先　健康づくり推進課国保事業係
　☎0969（28）3375

■協力歯科医院

医院名 場所 電話番号
としなが歯科医院 大矢野町上 0964（56）3113
いさみ歯科医院 大矢野町中 0964（56）1377
湯島診療所 大矢野町湯島 0964（56）4161
松原歯科医院 松島町合津 0969（56）1212
嶽本歯科医院 松島町合津 0969（56）2648
竹中歯科医院 姫戸町二間戸 0969（58）3188
簔下歯科医院 姫戸町姫浦 0969（58）2135
上天草総合病院 龍ヶ岳町高戸 0969（62）1122
道脇歯科医院 龍ヶ岳町樋島 0969（62）1610

天草五橋開通当時の写真とエピソードを募集します
　今年は、天草五橋開通から50周年を迎え、天
草地域にとって大きな節目の年となります。天草
五橋は開通以来、市民の生活の一部となり、天草
地域にとって無くてはならない存在です。
　市では、このことを踏まえ、改めて天草五橋に
想いを馳せ、上天草の未来を考える契機とするた
め、天草五橋に関する写真とそのエピソードを募
集します。写真やエピソードは広報上天草やホー
ムページ等に掲載する予定です。
■写真　天草五橋が開通した昭和41年頃に撮影

したスナップ写真1点
※写真は、後日お返しします。
■エピソード　その写真にまつわる思い出話（文

字数は300～400字）
※天草五橋に関連する話であることが必要です。

■募集期限　7月29日（金）※必着
■応募方法　写真の撮影時期・場所、応募者の住

所・氏名・連絡先を明記の上、エピソードとと
もに総務課に持参するか、郵送してください。

■応募・問合せ先　〒869-3692　上天草市大
矢野町上1514　上天草市役所総務課秘書広報
係　☎0964（26）5525
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【現況届】
　現況届は、毎年6月1日の状況を把握し、6月分以
降の児童手当などを引き続き受給できる要件を満た
しているかを確認するものです。
提出がない場合には、6月分以降の手当が受けられ
なくなりますので、ご注意ください。現況届の提出
依頼を全受給者に送付していますのでご確認の上、
提出をお願いします。
■現況届に必要な書類
○健康保険証の写し
※社会保険に加入している人が必要
○児童手当用所得証明書
※平成28年1月1日現在、上天草市に住所を有して

いない人が必要
○請求者名義の金融機関の通帳の写し
※現在の登録内容を変更する場合に必要
○養育する児童の世帯全員分の住民票
※養育する児童が市外にいる場合に必要
○養育する児童の個人番号がわかる書類
※養育する児童と別居している場合に必要
■提出期限　平成28年6月30日（木）
■提出先　生活環境課（大矢野庁舎）、市民課（松

島庁舎）、姫戸・龍ヶ岳統括支所、各出張所
■問合せ先　福祉課子育て支援係
　☎0969（28）3351

毎年６月の児童手当の現況届をお忘れなく
　児童手当は、児童を養育している人へ手当を支給することで、家庭などにおける
生活の安定に寄与するとともに、次代の社会を担う児童の健やかな成長に役立てる
ことを目的に支給されます。

【支給対象】
　中学校卒業まで（15歳の誕生日後の最初の3月
31日まで）の児童を養育している人

【支給額】

児童の年齢 児童手当の額
（１人あたり月額）

３歳未満 一律１万5000円

３歳以上小学校修了前 １万円（第３子以降は
１万5000円）

中学生 一律１万円

所得制限限度額以上の人 一律5000円

【所得制限限度額】
扶養親族等

の数
所得制限
限度額 収入額の目安

０人 662万円 833万3000円

１人 660万円 875万6000円

２人 698万円 917万8000円

３人 736万円 　　　960万円

４人 774万円 1002万1000円

５人 812万円 1042万1000円

上天草市に在住している0～5歳のお子さんで①住所②子ども
の氏名③ふりがな④生年月日⑤保護者の氏名⑥子どもに対す
るコメント（30字以内・どなたからでも結構です）⑦連絡先を添
えて上天草市総務課秘書広報係（〒869ー3692上天草市大矢
野町上1514）まで送ってください。なお、写真の裏面には、お子
さんのお名前を記入してください。応募多数の場合は、先着順
に掲載となりますのでご了承ください。
※原則お写真の返却はいたしませんのでご了承ください。

お子さんの写真を
募集しています！
お子さんの写真を
募集しています！

市役所の開庁時間
月曜日～金曜日の
午前8時30分～午後5時15分
（※祝･休日、年末年始を除く）

LINE@上天草市上天草市HP
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再生紙を使用しています。

　“VISIT あまくさプロジェクト”の目玉イベン
トとして、９月25日（日）に天草五橋の２号橋
～４号橋一帯で開催する『天草五橋 Hand in 
Hand』。同イベントの参加者を募集します。
　皆さん、ぜひご参加いただき、天草の次の50
年に向けた夢や希望や想いを共有するとともに、
熊本の復興に向けて天草からエールを送りま
しょう！

参加者大募集！
９月25日（日）開催 『天草五橋 H

ハンド

and i
イン

n H
ハンド

and』

■対象　小学１年生以上（小学生は保護者同伴）。
■申込期間　6月20日（月）～8月31日（水）
■申込方法　『天草五橋 Hand in Hand』のホー

ムページ（http://ahhp.jp または、下の QR
コードからアクセス）内にある応募フォームか
ら申し込んでください（定員に達し次第締切）。

■参加費　大人1000円、子ども（小学生）
500円。※参加記念品あり

■問合せ先　「天草五橋 Hand in Hand 事務局」
　〔㈱ＲＫＫメディアプランニング内〕
　☎096（351）3819『天草五橋 Hand in Hand』とは…２号橋

～４号橋間の約2.5㎞を最大2500人が手を
つなぎ、島と島を結ぶというイベントです。

QRコード

▲
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チーム　上天草乃風　
上天草高校３年　山下祐輝、森将貴、渡辺孝二、松尾海星

地震で繋がった人の輪
「助けたい」という気持ちを行動に
　４月 14 日（木）、午後９時 26 分に熊本地方で大き

な地震（前震）があり、16 日（土）の午前１時 25

分に本震（最大震度７）がありました。幸いにも、

上天草市はそれほど被害はありませんでしたが、忘

れることのできない恐怖を覚えました。

　上天草高校では、生徒会を中心に４日間にわたる

義援金の募金活動に取り組みました。生徒や地域の

方々の協力により『21 万 9709 円』が集まりました。

　私たちは、ホームプラザナフコ大矢野店に取材に行

きました。そこには、たくさんの防災グッズがありま

した。ここでは、２つ紹介します。

　今回のような地震が再び起こった場合に備えて最も

役立つものとしてあげられるものは、ポリタンクと耐

震ポールです。生きていくうえで水はとても大切なも

のであり、実際にポリタンクは震災後最も売れた商品

です。耐震ポール（つっぱり棒）は、タンスや本棚、

食器棚の転倒防止にとても役立ちます。

　取材を通して大変な時こそ人の輪が繋がることの大切

さが分かりました。永野店長から「本震の翌朝、店舗が

停電していたため、急いで発電機を使い外で待つお客様

のために開店した」と聞きました。自分のことよりも人

のために行動する姿勢に『思いやりの心』を感じました。　

　また、被災した方々のために何ができるかを考え、自

ら募金活動に励む生徒たちの姿はとても誇らしかったで

す。募金活動や永野店長の話を聞き、上天草市の人々の

温かさを感じることができました。

地震に備える
防災グッズの紹介

▲耐震ポール

▲ポリタンク

▲ホームプラザナフコ大矢野店
　永野店長

今回は私たちが記事を作成しました！

＜ご協力ありがとうございました＞
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せーのっ！

５/22 今津小学校運動会
再生紙を使用しています。
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